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日召不日49奪■尤吏

革 の 概 要

新潟県中蒲原郡曽野木村立曽野木中学校開校

(曽 野本小学校校舎こ併置 )

初代 松本貞雄校長 曽野木小学校より着任

校章決定

創立 5周年記念 校旗樹立・校歌制定

独立校舎 12教室 (普 5。 特7)竣工

曽野木村新潟市へ合併により「新潟市立曽野

本中学拠 と改称

創立 10周年記念 植樹

松本貞雄校長勇退

2代 小林正平校長 寄居中学校より着任

給食室竣工 給食開始 (小学校と共用 )

体育館竣エ

倉J立 15周年記念 植樹

新潟tlFに より校舎全体に大被害を受け,

6.23体育館幕仕切授業再開

10.24プ ンハブ4教室完成
3.10本校舎復1日 引越し完了

新校舎 (特別教室 40研究室 4)完成

小林正平校長勇退

3代 山田信重校長 新発田市立松浦中学校

新 潟 市 立 曽 野 木 中 学 校

新 潟 市 天 野 415番 地

電話 025264(南新潟局)6414

より着任

=倉J立 20周年記念式典 祝賀会挙行

市指定研究体育研究発表会

プール竣正式

山田信重校長勇退

4代 戸lll右兵衛校長 長岡市立大積中学校

より瑾蒙壬

優良PTAと して県PTA連合協議会より表

表を受ける

昭和 44年度教育実践優良校として市教委よ

リトロフィーを贈られる

生徒硬所新設完成

給食室の渡 り廊下完成

市指定バズ溜  (小 集団 )研究発表会

創立 25周 年記念式典 祝賀会挙行

昭和 47年度溜 部門実践優良校として市教

委よリトロフィーを贈られる

体育館用具室完成

戸川右兵衛校長勇退

5代 大口好文校長 市教委指導課より着任

27. 5。 21

30。 12. 7

32. 5。  3

32. 5.21

33. 4. 1

34, 3.

36. 8。 18
37111。

39. 6.16

40。  6.10

41。  4。  1

42.11。  5

43.11。 20

43.11。 22

44. 4。  1

44.11, 9

45。  1。 26

45. 3.30

45。 10。

47110. 6

47.10.19

48. 3. 3

49. 3.31

49。  4. 1

昭和

22. 5。  1

舟生
長方形



2.教 職 員 ・

(1)教 職 員

生 徒

12)生徒数・ 学級数

6.校 地・ 校舎 面積 図

総  面  積    16,257.9m2
1人 当 り      62.5m2

屋 外 運 動 場     8,727.3m2
1人 当 り      33.6m2

校    舎     2,560.2m2
1人 当 り      9。 9m2

体  育  館      631.4m2
1人 当 り        2.4m2

職 氏
校
数在

許
現
勤

科
組

教当
年

担
学 担当学級 校 務 分 掌 部 活 動

外
団

校
分 現 住 所

校 長 大  口  好  文
新潟市関屋金衛町 1丁 目 225

(66)3436

教 頭 板 橋 釣 治
社会 lA, 保健 (全男 )

国語 lAB(文 法 )
総括,PTA 新潟市川岸町 2丁目

 (66)7005

教    諭
週略指導主事

湯  田     勉
Ａ
男

科
術

理
技

1年副任 教務主任 曽 ナ||
新潟市五十嵐 1の 町 6035

(69)4532

教 諭 村 山 昭 次 英語 (lB, 2A B, 3AB) lB主任
一年学年 主任
道徳指導部長

一  部 団 地
新潟市窪 田町 1の 1

(22)8926

笠 谷 良 助
科
学

理
数

3B主 任
三年学年主任
視聴覚部長

野  球  部 楚
新潟市学校町 2の 5247

(28)4529

舟 越 和 吉
社会 lB, 2AB
技術 1男 , 2男

2B主任
二年学年主任

学習指導部長
卓球部(男 子 ) 嘉 木

新潟市青山 1145の 2

(66)7478

斎  藤     mll 社会 3AB,英 lA
数学 lAB lA主任 図書館指導部長 ドヾミントン部 天 野

新潟市真砂町 5823の 200
(65)'2884

松 本 欣 一 国語 2A,3AB
数学 2B 3A主任 生活指導部長 水  泳  部 鍋 潟

新潟市丸潟新田 533
0252(64)6971

保 健 主 事
宮  下     孝

校

Ｂ

全

２

育
学

体

数
2A主任 健康安全指導 部長 陸 上 競 技 部 丸  潟

新潟市太郎代 1152

教 諭 小  田  礼  子
家庭全校
国語 lAB,2B 2年副任

庶務文書主任
給食指導主任

卓球部 (女子 )
木

沼

鐘
上

新潟市 坂井 985の 10
(68)2684

広 瀬 智 枝
音楽全校,保健 (全女 )

美術全校
3年副任

学籍主任
教科書係

ブ ラ ス 部 四ケ字
新潟市紫竹 30

(as) s\-.,/
事 務 主 事 平  山  順  子 経理事務

新潟市笹 ロー丁目 15の 2

栄  養  士 巻  口  あ さ 子 給 食
新潟斎宰 町 5の 12

(az) g sz s

技  師  補 長 谷 川  泰  子 健康・保健
新潟市米山 1丁 目 3の 18

(44)6216

用  務  員 伊 田 準 平
新潟市丸潟新田 504の 4

___     0252(64)6976

警  備  員 刈  谷  佐 太 郎
新潟市楚川甲 188

調  理  員 石  沢   ト 新潟市上沼■72

幡
新潟市天野

0252(606809

学年 男 女 計 学級数

I 46 87

40 46 86

Ⅲ 40 47 87

計 126 134 260

~~~~  
ロ

ガス /」 屋`

舟生
長方形
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4。 校区の姿と生徒の実態

(1)人    口

(4月 1日 現在 )

学区小学校 行政区域内 人 口 生 徒 数 学区小学校 行政区域内 人   口 生 徒 数

曽
野
木
小
学
校

天 野 1,156 38
丸
潟
小
学
校

曽野木団地 2,1 09 59

一暴 木 320 21 鐘木・上沼 22o 14

曽 701 35 丸 潟 269 19

楚 647 27 鍋 潟 347

四 か 字 613 29 △
計 6382 260

12)地域環境と地域性

純農村であったこの地域 も,市営住宅団地の造成により,過去 5年間の社会的人口増は約 2,000人 を

数えるほど急速に都市化が進んでいる。かつての農地 は宅地にかわ り,槌音の絶九る日とてない。

しかし,保護者の 50%が 農業 自営であり,市街化調整区域 として残されている沃野は,稲作 と 40万

市民の野菜供給地ともな っている。

都市化の波は,自 営農家 80%ま でを兼業化してしまい,近郊農業の将来性 とからみ 学校まかせの子

弟教育か ら地域課題にこたえる教育への期待が高まっている。

(3)生 徒 の 実 態

0地理的 0経済的に恵まれた環境は生徒の性格に も反映 し,純真・素朴ではあるが,気 力・根性において

や 欠ゝけるうらみがあり,学習面では積極性・ 自主性に欠け温和で依存的である。

O近年,生徒会・部活動の成果を着 々とあげるにおよび積極性が高ま.り ,主体性・協力性 も養われて きて

いる。

14)卒業生の進路状況 (%)

戦
校
者

一員制
学

日全
進

校
者

一員制
学

時定
進

自宅 就 業 就 業
校
等

学
所

種
練

各
訓

在 籍 延

40 50(49) zT ( z6) 1s( 1s) 30(29) 9(  9) 103 129

41 65(76) 16(19) 1(0。 01) 9(lo) 1(o,ol) 86 92

42 74(69) 18(17) 21(20) o(  o) 107 113

43 56(69) e(11) o( 0) 1z{ 1E) 6( 7) 81 83

44 48(67) 1o(14 ) 1(1.4) 1o( 1 +) 5( 7) 74

45 7 g ( z t) 9( 9) r ( r.o ) 1 g ( 1 s) 6( 6) 95 100

46 59(84) 4( 6) 5( 7) z ( z) 2( 2) 70 72

47 5 e ( 7 6) 5( 6) 1(0。 01) 6(  7) a( 1 o ) 77 79

48 59(73) 9(12) 1 (o.or ) 1(0.ol) 8(10) 73 78



5.教 育 計 画

(1)教 育 目 標

知力・体力・気力

・進んで学習 す る

・強健 な心身 を鍛 える
。責 任ある行動 をす る

自主性の啓培

人間尊重 の態度育 成

社 会性 の涵養

12)本年度の重点目標

〔自主的生活態度の確立 J

教育目標達成 にせ まるため ,学 習指導 と生活指導 を一元的にと らえ ,自 主的生活態 度の育成をめざし ,

野本 の合言葉 ,「 その気 (曽 野木 )。 その意気・ その力」 をかかげ ,自 己自身 と他への呼 びかけとす る。

そ の 気………「 やる気」である。 内的主体的な自己意志 の動機づけと決定である。

その意気………「 自覚」であ る。 目的 をもった自覚の もとに,物事を計画的に進 める態度形成 と持続力・

耐力などの意志形成 である。

そ の 力………「 実践力」であ る。価値追求にいた る知力・体力・気力の実践力である。

(3)努 力 目 標     「 全校集 団づく りをめざす中でバズ学習 の基本 を身 につける。」

10集 団の組 織化

(1)教 師集 団の共通理解 を深 める。

鬱)生 徒活動の充 実。

ア 学校行 事を盛 り上げる態勢 づ くり

イ 学校生活上の諸問題の自主的な とり組み

ウ 自主 的な計 画・協同 。実践・反省・ 記録のシステムづ くり

エ スローガ ンの徹底

「 きびしい態度 あたたかい心」

「 全員参加・ 全員発言・ 全員行動J

綿)地 域・父母の理解 と協力の促進。

2.課 題を設定する。

.   明確なね らい 一一―一―_構 造化   : __課 題
生徒 の意識過程の吟味

3。 学ぶ姿勢 を確立す る。 (バ ズ法の訓練 )

○始業の合図 で学習を始める。
O必要以外の ことは話 さない。
○止 めの合図で前 を向 く。

(1)ま ず考え る。

(2)わ か らないこ とは聞 く。

韓)聞 かれた ら教 える。

14)進 んで発表 し合 う。

(5)そ して まとめ る。

(4)学 習 指 導

自主的 な学習 態度 の育成
1.バ ズ学習の基本 を体得 した学習指導の充実 をめざ して研究 と実践 を着実 に進 め意欲 を もって積 極的に学

習す る態度 を養 う。
2.全校一斉バズ学習 を毎 日実施 し授業への レデ ィネスを成 熟 させ ,自 主的な学習意力 と思考活 動を高める

3.全 校一斉復習バズの時間 (第 7限 )を 設定 し授業 と家庭学習の接点 として課題解決 に努め る。

4.ク ラブの時間を充実 しひ とりひと りの個性 を発揮 させ る。
5。 父母 や地区の協力 を得て部落 バズの充実 をはか る。

(5)生 徒 指 導

小規模校 の特色 をいか した きめ細かな指導によ り自発性・ 自主性 の発達 を促 し自己実現 をめざして生 き生

きした行 動 のできる生徒にする。
1・ 学校生活 に喜 びを持たせる。

2.生 徒ひとりひと りが はっき りした生活 目標 をも らその達 成に努力す るように指導す る。

3.学 習指導 と生活指導を一元的にと らえバズをとお して人間的 ふれ あいょり親和感 0信 頼感 をい っそ う深

め る。

4.ひ と りひと りに積極的に活動す る機会 と場をあたえ 9全校生徒 のまとま りを高め る。

5.健 康 0安 全 の関心を高め習慣形成 をめざす。
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6)進 路 指 導

1.生徒の能力 0適 性等 の的確な把握につ とめ る。

2.進路指導計 画に基 づ き組織的・ 計画的に生徒が進路選択 で きるように指導・援 助す る。

3.進 路相談の充実

(7)環境の整備充 実美化

① 校  地……玄関前の造園 (生 徒 の憩の場 )・ 校長室 前 中庭の 整備。

② 校   舎……清掃 の徹底・ 掲 示活動の充実。

③  備  品……使 用に便利で安全な保管・ 活用の くふう。

(8)教科 。道徳 ・特別活動の時間配 当表

警
'

(9)校  時  表

ノkノヽ ノヽ ノヽ  アヽ

三 四

〇〇

(10) 年 間 行 事 計 画

4 始業式 新任式 離任式

大清掃

入学式

身体計■lj 校医内診

5 3年修学旅行  102年 遠足

地域班集会

ツ反接種半」定

3年血液型検査

倉J立記念日 記念記録会

知能検査

6 中間テス ト(1学期 )

家庭訪間

歯牙検査 X線撮影

避難訓練

市内中学 校春季体育大会

観 測  1  ‐

小中懇談会 公開授業

||

3年職業講話

3年 職業適 '陛検査

父親学級

期末 テスト(1学期 )

地域班集会

終業式

全校召集日 学年召集日

始業式 大清掃

市内中学校秋季総合体育大会

秋季運動会 写生会

秋季遠足

中間テス ト(2学期 )

職業相談

地区文化祭 バザー

イ ンフルエ ンザ予防接種

就職面接指導
クロスカントリー

火曜の7限

はクラブ活動
(45分 )

合唱コンクール

期末テスト(2学期 )

教育相談

終業式 大清掃

始業式

冬休み反省テス ト

3年 身体計測 健康診断

進学者査定会

3年期末テスト(3学期 )

新入生入学前準備

地区PTA研修会

就職生激励会

1・ 2年期末テスト

卒業生を送る会

卒業式

終業式 大清掃

新学期準備

三二三二二一一

一
一
一

一
一
一

一

一

一

一

一
（
）

「一札
九

一
〇

四

五

四

〇

四  四

〇

五

五

五
一
〇

五
〇

一
五

三

〇
一　
一（
）

四

五

四

〇
二

五

三
〇

二
〇 38

清

掃活限

休

憩

給|四

食眼限

学

活

職
員
朝
会

自
主

学

習

復⌒

習七
バ限
ズV

V

＼教
い
＼
学＼
げ

必 修 教 科 選択教科 特別 教育濯動

O前期 20週保体 4

学活 1

0後期 15週保体 3

学活 2

理

　

科

数

　

学

丼性
　
　
　
〈
下

国

　

語

立日
　

楽

美

　

術

保

　

体

技

　

家

英

　

語

小

　

計

道

　

徳

学

　

活

」ク

ラ

ブ 計

／
ｔ

４
／

／ % 1
1

35

544412
タイ % 1

1
35

/ % 1 1 35
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精 密 ば か り

イ
　
．
１

．／

○″点調節ネジ ポイズ(0-4000*4 7sv n
刃
受
け

紋 点》 目撤

(バラン初ピーム 縁■ 00o

昌

フ

ツ
ク

ピ
ー
ム
体
め
ハ
ン
ド
ル

指
針

ひよう量皿

ビーム (0～ 1′ )

ポイズ (0～ lf)

刃
体
め
ピ
ン
孔

刃体めピン

使  用  法

i_    1,精 密ばかりの各部の名前を覚える。      っり
2.支柱の上部 (刃受け部)、 ビーム、ひよう量皿の品フックにそれぞれ同数番号がつ

いているから必ず確認する。

3.使用するときは、水平面で安定した台に置くも
'1     4.刃

体めピンをはずし、支点のナイフエッジを、刃受けの中央に静かに置く。

」   5.竃しック、ひょぅ量皿をのせる。
6.100夕 と 1夕 のポイズをそれぞれ目盛り0に合せ、次にビーム休めハン ドJL/を 静

かに右の方に回わしてビームからはずす。この時、指針がバランス板の中央よりずれ

ている場合は、調節ネジで調節する。

③  O点調節ネジ、ポイズ等を動かすときは、必ずビーム休めハン ドルをビームにか



けて、ビームを静止させてから操作を行う。

Z O点調節ができた為、ビーム体めハンドルをビームにかける。

8.試料をひよう量皿にのせ、 100gポ イズを目分量で合せ、静かにビーム体めハン

ドルをはずす。その時ビームが上がれば、試料が重いからビーム体めハンドルをビー

ムにかけポイズを右にずらせる。この操作をくりかえして指針が、バランス板の範囲

内で止まるようにする。さらに、 1タ ポイズで指針を0目 盛に合せ、質量を読みとる。

① 試料をひよう量皿:二のせるとき、または取り除くときは、ポイズを動かすときと同

じように、ビすム休めハンドルをビームにかけて行う。

9 使用後は、必ず刃体めピンをはめ、さらにビーム休めハン ドルをビームにかけ、品

フレク、ひよう量皿をはずして
｀
おく。



畿 微 鏡 の い 方

1。 顕微鏡のはいった箱の持ち運び方

箱のかんを持って下げると、かんが

はずれるおそれがあるから、箱のとび

らを胸にあてて、箱をだくようにして

持つ。

2.使 用 法

(1)顕微鏡を箱から取り出し、安定し

た机上におく。この時、右手で鏡柱

をにぎり、左手で鏡脚をささえる。

鏡柱を手前にして、机の端から 10

磁くらいの所で光のくる方向に正し

く置く。直射目光のあたる所は避け

る。

(2)接眼ンンズのわくの上の縁を持 っ

て、静かにはめる。次に対物ンソズ

をはめる。

対物ソンズをはめるには、左手の

中指と人差指の間にはさみ、右手で

ねじこむように。まわしながらはめる

(2図 a)、 箱は机の下にしまう。

(3)みやすい傾れ Iケる。次に絞りを全

開し、接眼レンズをのぞいて、両手

で反射鏡の向きを調節して、視野を

最も明るくする。 (2図 b)

1図 顕微鏡の名称

v *itv /i-
/雛

レンズ

鏡 筒

対物レンズ

の せ
/ ね

鏡

じ

　

柱
(ス‐ ザ

絞り

鐵
クリップ

2図 顕微鏡の取り扱い方

接眼 レンズをつけ、次に対物レンズをつ
(ナ る。

みやすく傾け、反射鏡で視野を一番明る
くする。



(4)プ ンパラー トをステージにのせ材料が対物ンンズの真下になるようにして、クリ

ップで押さえる。

(5)対物ンソズの先を横から見ながら、ねじを向棋1に まわして鏡筒を下げ、プンパラ

ー トにできるだけ近づける。

③ 検鏡にあたっては、まず低倍率でプンパラー トの全体を観察し、つぎに倍率を

高めて物体の細部をみる。

(6)接眼レンズをのぞきながら、ねじを手前に静かにまわして、鏡筒を上げ、ピン ト       ヽ

を正確にあわせる。

③  こうしないとプンパラー トを割ったり、ンンズをいためるから特に注意する。      、v

(7)プンパラー トを動かして、物体の各部をよく調べて、観察する位置を決め、プン

パラー トをクリップでとめる。

C)顕微鏡をのぞくときは、両眼を開いたままで、左眼でみる、これはスケッチを

する時に必要です。

(8)倍率が適当でなければ、レボルバーを回わして、高倍率のンソズを変える.倍率

を変えたら、反射鏡や絞りを調節しなおす。

(9)あ と始末は、対物ンソズをとりはずし、接眼ンンズを取ってすぐにキヤップをは

める。こうして、顕微鏡の箱に入れる。

5。 実  習

(1)も めん糸を 1働 ぐらいに切って、スライ ドガラスの上に置き、水を一滴たらして、     v

カバーガラスをかけて、 100倍ぐらいで検鏡する。

(2)も めん糸を 1翻 ぐらいに切って、(1)の もめん糸と十字に交ささせ、水を一滴たら

して、同じ倍率、同じ鏡筒の位置でカバーガラスをかけて検鏡する。この状態では、      1

たてのもめん糸がボけて見える。                             ヽ

(3)鏡筒を上げて、たてのもめん糸にピン トをあわせる。今度は横のもめん糸がボけ

て見える。これを顕微鏡の深度という。

倍率が大きくなればなるほどひどくなり、厚いプンパラー トでは観察しにくい。



C)顕 微鏡の倍率は、大きさで鮮なく、各部分がどれだけくわしく見えるかを意味

している。

(4)ス ライ ドガラスを左右、上下に動かしてみよう。

4.一時プンパラー トの作り方

スライ ドガラスの上に薄く切った試料

をピンセットで静かにのせる。つぎにこ

の上からスポイ トで一滴の水を静かに落

とす。この上からカバーガラスを静かに

のせて、水を2枚のガラメ間に完全に行

:キ わたらせる。

⑪  スライ ドガラス、カバーガラスの表

面についている水は、吸取紙かガーゼ

で吸いとってから、プンパラー トをス

テージの上にのせる。

5,ス ケ ッチ

観察したものは、必ず記録をとる。ス

ケッチは左の目で顕微鏡を見て、右の目

で書 く。注意する点は、その特徴、大き

さ、害J合、政、場所、形、
'色

などをはっき

3図 一時プンパラー ト
の作り方

ピンセットで

青争かに試料
をおく

カバー ガラスを

かける

空気がのこらないよう静かにたおす

∬

り見ることから始まる。スケッチは、じようず、へたは男J問題として、今かこうとし

ているのは何かをはっきりきめることである。

鉛筆は2Hを使用し、先をよくとがらせて書く。線は一本線で書き、線に切れ目の

ないようにし、おうとつや丸味などはすべて線の動きで表現するように心カヨナる。



電 源 装

1.使うまえの点検

(1)電圧調整ノップを低の方

向 (矢印の反対方向)へま

わ し、電源スイ ッチを

OFFに 位置させてから側

面のコー ドを電源に継く
゛
。

(2)電源スイ ッチをONにす

るとパイロットランプが点

け る。

③  パイロットランプが点灯しないときは、差し込みまでの電源の故障、ランプの

ゆるみ、断線などが考えられる。

(3)計器切換スイッチをVoMETERに 移動させ、電圧調整ノップを矢印の方向へま

わして電圧計の読みにより出力側の点検をする。

(4)電源スイッチをOFFに して、電圧調整ノップを低の位置にもどす。

③  計器の目盛板は、交直両用であるので、よく確認をして、まちがえないように

する。

2.実験器への接続の仕方

(1)出力端子にリー ド線を継ぎ実験器と接続する。この場合、本器の出力端子は交流、

直流別々になっているから、使う電流の種類により交流ならばAC OUT PUTヘ

直流ならばDC OUT PUT(+、 一を確かめる)の端子へそれぞれ継ぐ。

(2)実験器の配線の状況、短絡の有無、直流出力の場合の +、 一など結線をよく確か

める。

(3)電源スイ ッチをONにすると、パイロットランプが点灯する。計器用切換スイッ

チを、V・ LttTER tttへ 移動し、電圧調整ノップを矢印の方向へまわして電圧計の

振れを見ながら、実験に必要な電圧まで高める。

(4)計器切換用スイッチを、A・ METER側へ切換えると、使用中の電流を測ること

計器切換スイッチ

電
圧
調
整
ノ

ツ
プ
し

電源スイッチ

OF"'F,ON -DC t

パ
イ

ロ

ツ
ト
ラ

ン
プ



ができる。

(3)実験が終ったら、電圧調整ノップを低の方向へまわし、電源スイッチOFFに切

換え、コー ドを電源からはずす。

3.使用上の注意事項

(1)実験中は、なるべく計器は電流計として働かせ、過大な電流が流れないよう常に

注意する。

(2)も し、通大電流が流れてヒユーズが飛んだ場合、すぐその原因を確かめてからヒ

ユーズを取 りかえる。

(3)電圧調整ノップは回転角 140° の範囲で回転するようになっている。それ以上

無理に回さない。

(4)実験終了後は必ず電工調整ノップを 0の位置へもどしておく。
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あ
■
た
が
，

７
、
ま
と
駒
る
■
こ
が
嗅■
ざ
た
が

一
イ
　
合
毅

‐

、

今

彗

硝

蝉
）眉

磨

ご

爆
ノざ

上，４

フ
た

ひ

ュ
、
一ザ
濯
係
に
ル
轟
が
〔
せ
′名

こ
ど
な
な
い
ご

３
、
詐
一呑
ベ
ズ
Ｚ
轟
り
ξ
＜
寸
る
た
ま
辱
対
策

４
　
‐
、
計
薫

イ
父
見
だ
だ
れ
が
量
５
る
こ
こ
ぼ
な
い
が

５
、
今
褻
４
一ず
麿

‘
Ｙ
調
化
に

つ
い
て
父
ｆ
ｄ
慕
藤
甘

１

毒
一絡

―
―

△
墓

４
雪
鐘

７

、
先

考
一例
ハ
話

ア
　
量
烈
應
が
い
た

イ

、
少

レ

だ
れ

黙
託

が
あ

っ

■

計

、
き

多

め

械

フ
た

。

鶴
　

父

尋

、

ア
　
士芦
が
一人
さ
寸
ざ
矛
．

イ
、
量
刻
轟
ボ
い
た
こ
こ
な
募
金
だ
が

〓こ
舞ノ／Ｆ
一
■

六
月

十
七
憂
　

算
主

題

∵
、
・洋
一一ノ汁澤
べ
ご
〈

ｏ　
一
、
二
年

生

現
響
ご
琵
ボ
む
ざ
ノ
が

レ
寸
身
ヽ
番
。

ｃ
量
無
ボ
め
だ
事
が
、
き
選
ぼ
一呉
理
だ
６

六
月
二
‥≧

碧
　
葬

二
量

書
尋
生
生
乙
二

て
　
議
長
え
生
が
本
観
妊
Ｆ
り
桑
暑

善

―
、
珪
一ノキ爆
べ
、ヽス

。
当
）署

係

ぼ

‐

ど

イ
ノ
々

ろ

ハ
先

生

４

露
〓

Ｉ
き

て

唾
一曇

ｏ
時
覆
韻
力
が
き
＜
で
い
れ

ｃ
義手
剰
Ｔ
尾
ざ
幸鐵
ブ
窯
ダ
い

ア

一寿

菫

ば

、
十
二
十

；Ｊ

レ〓

ご
歩

ハ

種

卜

い
え

て

い
る

銀
チ

一、

野ヽ
驀
ベ
ス
埴
体
奪
こ
す
る
。

句４　、　ヽ
嶽や豊藤時

”
　
生
費

・
五
な

，料
全
評
・ンｆ・復
覆
寸
る
こ
と
は
ざ
さ
て
い
。

０
．
な
巨一ェ克
竹
一

。
ノ曇
肇
轟
Ｔ
メ
・尋一置
き

石ヽ
べ
壁
特
い
。

ｏ
．
父
壻

。
巻
蓼億中
に
難
談
が
さ
手
え
た
。

・
番
最
寸

ろ
義

晴

、
タ

フ
と
哺

フ
さ

り
■
音
十
導

し
ず

い

が１
恐

η
た

ガヽ
が

い

い

七
月

ハ
菫
ヽ
　

熱

薗
理

　

　

　

　

・

‐
、
ォ
一
一ィ苗
．（
ズ

争
課

題

ュぶ
汁
闇
華

ぞ

毒
〉年

ば

、

弩

覆

ボ
為

彗

っ

亀

，

ご
苺
一ヂ
轟
″彗

督

蒙
＜

ぜ

か
っ

た

ｏ

ｏ　
一織，′，́ヽ一轟
〓
二人
れ、

tミ |■ <｀
ヨ

｀

を 峙
量 聞
じ 配

て 分
お が

｀

)ヽ お
て く
|き な
し/ 1P/ヽ

レ｀

つ

1寸

仁

|ご

し
レヽ



~~~■
1〕

・~~~

奪
写

ｔ

●

彎

小

曇

■
ヽ
オ

フ
Ｌ

い

驚

彎
毒

が

胸

番

９

■
　
静寒
鵡
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

的

生
生

番
七

時
“雛

ち

く
ん

と

轟
一拳

哺
が
ど

ヽ
ヽ
一たギ
ぬ
み
ソ
だ

レ

ア
ヽ
わ

り

い

■
」
静

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・
白
Ｊ転
撃
訴

一
冽
肇
虜
置
モ
オ
癒
き
い
っ

い
ｔ
父
番

・
筆
ん
な
銀
噸
だ
難
強
じ
こ
い
う
。

・
無
黙
話
が
多
い
轟
づ
だ
。

一　

　

Ｆ

菫

転

・早

√
議
瀞
≒
＼
方

≧

ヶ

り

少

レ

ヽ

ちヽ

ん

と

レ

Ｚ

グ

ら

い
た

，
い

。

七
月
す

ュ
日
　
唐
伸
五
理

―
、
ル
ＴＩ
瀬
（ヾ
．ス
、

。
学
琶
環
『

」一爾
―
、ス
を
タ
ニ
・■
重
奔
レ
τ
ぼ
し
い
）

看

三
年

生

は

、

一
週

葦

４

善

一意

表

一”二

´

領

習

／

１

わ

唱
／

だ

甘

ミ

ナ

ー

重

ギ

な

こ

こ

だ

寸

尋
Ｉ

（

女

房

次

き

一じ

金
、
い絡
養

幹
、
壁
従
　
　
・

・
亀
転

壷
ま

ヽ
ち
ん
ど
首

ん
ざ
い

て
、

こ
こ
妙
轟

い
ρ

七
月

二
十

二
日
　
壌
焦

回

ｏ　
暮
で

一

ｏ
　

オ
舜
ヘ

。
雲

駄

誰

が
多
ム

。

働
　
ｉ
雛ど
―
‥
轟
堪
　
ざ爆

０

／毎
一一皐

一一̈一

ｄ
中
諄
一〓
丁
一■

ボ
ニ
「

斗
ご

ｉ́

汁
電

フ

上
に

導

奪
写

一霧

一９

ｒ」
フ
北

爵

斌
　

倉

国
人

な

月
資

料

呼

Ｆ

ｎｌ

一

鱒

デ
ン胸
希

，

ｏ
４

つ
≧

ぎ

ろ
え

こ
聡

ぐ
さ

４

て

爆
ぶ
け

て
薄
レ

い
」

．
　
　
ｏ
み
え

彗

が

ハ
ヽ

ハ
ヘ

レ

て
猥

て
き

い
ｏ

三
４
彙

き

ざ

Ｊ

こ

と
を

　

Ｆ

丁

Ａ
詳

熟

班
長

４

話
錫
ぶ

負

電

梵

子
責

一生

▼ヽ
‐ぐ
噂

に
次

Ｊ

き

４

に
上「一一暉
い

て

い
る

。

(2)

父 筆
子 駄

回

が

各/
みヽ

書
ま
で
，
子
供
な
も
心
こ
と
と

な
み
と

ふ
三
警
鐘
亭
も

な
く
、
俊
黎

韓
輝
ゎ
れ

Ｉ
懸

難

幸
主
ネ
か
し
で
轟

囀
輝
心

ど
と
み
が
，

寺
等
馨
ご
聾

棒
畿
脱
拳
吹

き
裏
わ

尋
か
黎

姜

暴
≧
義
み
」
幸
撃
織

鍮
綿
轟
幾
金

が
爆

っ
て
薫
な
。

さ
て
轟

十
な
れ
熱

中
て
鷺

碁
と

こ
み
子

雲
た
ち
よ
攀
先
鐘̈
憲
鸞
じ
て
¨
雑
轟

〆
ズ

曇
曇
手
嶽
た
一
年
鸞
．
部
聾

鉾
父

見

畢
奎

さ
ん
か
毎
お
難
ま
攀
を
海
数

■
じ
ｂ
三
人

鼻
先
壺
を
か
こ
毒
で
い
ろ
い
み
と
鶏
議

を

し
て
い
た
だ
き
”
手
謀
た
ち
の
要
求
を
受

け
入
れ
て
バ
ズ
学
警
を
許

司
し
た
。
そ
れ

Ｌ
こ
暮
が
手
上
錨
藝
導
け

十
こ
う
導

い

勢
し
く
碁

ぶ
ゴ
秦
≒
鍾

義
罫
錢

縄
奮
ネ
尋

諄
≪
．
嬰
ま

っ
て
飛
ろ
寺
ま
ず
絆
盤
脅
時

議
少

菱
義
か
各
ボ

ず
ボ

プ
こ
豊
舞
鰈

」
Ａ

っ
冨
量
尋
参
岳
勢
を
し
て
轟

べ
拳
を
歌
き

ミ
を
菫

ぺ
て
墨
奪

と
ん
轟
農
鏡
た
ょ
こ
な

ん
と
す
き

攀
こ
島
で
十
二
等

藍
翁
リ
ー
ダ

ｔ
ｅ
奎
藝
で
難
擁
者
無
路
島
み
学
”

パ
ズ

か科一」「】鷹報お一ザ」一一，一．一一鍵確無無け靡鶉̈鞭謳輔傲詢鰊秘一父

機瞥綺ぃ」子っ競機一】澤拝鷲量肛「一轟軸い軸紳い軸蠅静韓罐轟蝙」菫』

そ

こ

で

．

バ

メ

を

通

し

て

，

た

子

■

″

　

〓員

　

洪

畿

鑢

藤

轟

≪

蒙

ま

，電

三

度

還

級
子
を
ち
よ
っ
と
書
ぃ
て
み
る
こ
と
に
し
一　

轍
か
家
か

一
盤
機
轟
錢
曇
攀
ξ
ｔ
て
い

た
薔
ど
こ
の
子
供
も
そ
、
だ
ろ
へ‘
と
思
う
一
轟
総
予
讐
曇
灘
場
で
見
て
静
碁
舞
・摯
豪
れ

け
ご
十
中
学
生
と
も
な
る
と
襲
憾
ｔ
時
嘆
一
か
心
社
会
Ａ
こ
し
て
立
義
に
黒
立
つ
こ
と

に
な
ら
ぬ
と
衆
か
ら
出
て
来
典
、
義
食
議
一
を
祈
ら
ず
織
は
い
ら
れ
な
い
？

．
ＦＩ
…
…
‐
‐
，―
―
…
―
‐
―
―
‥―
―
・‘１
〓―
―
‐…
…
…
…
…
―

I)ギ〕 塙 夕 そ
0」:押

'1シ
こ

轟 :=/そ
jよ よ 留 こ

漁気 つ 率ヽ 1こ

¥ヽ  
‐
1 オ, `…

1

げゝ 員 争 :J

憾詰島‐」
メ∫ ざ} “, ■

も ち '(ま
,

‡
t番 1.

醍 金 力幸で
く な 海 轟
な 壼)は る

一　
一・」
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串
■

一
社
舛
分
議

で
錦
幾

バ
ズ
挙

や
リ

記
い
と

い
う

こ
と
で
鐘
じ
舜

ら

聾
て

か
ら

絶
部

洩

で

年
、

つ
茸

争
き
≧

実
施

す
る
こ

と
鍾
な
攀

ま
し
な
。

現
在
で

は
、

五
綿
落

織

盤
待
が

導
薄

バ

ズ
争
毅
出

し
，

購
湖
塔

が

実
鑢
し
て

い
ま

す
癬

貰
餞
し
て

い
る
靭
群

は
纂
本
．

難

潟

楚
韓
、

辞
ケ
宇

で
す
。

簿
薄

バ
バ
め

貰
鵜

縦
織

を
違

っ
て
そ

の

機
子
を

決

Ｌ
か

い
て
み
ま

す
。

三
疑
十

八

議

（
■
）
　

賄

本

綾

外
分

締
会

寸

錦
落

バ
ズ
の

実
施

を
決

定
事

（
賛
成

十

七
蕪
夏

対

三
名

）

爾
Ａ

上
壽

（
韓
）
　

　

轟
本

ヽ
ふ
落
貧

離

の
金
、
参

加
■

琴
二
十
名

中

十

鮮
名

典
露
、
ぶ

轟

バ

一、
め
教

育
鋒

慧

味
の
数

場
．

窪
業
の

義
難

全
面

鈎

絶
賛

戒
。

学
習

棋
と
し
て
簸

書

を
驚

意
し

虫

よ
畔
綴

や

つ
け
る

こ

と

こ
な
る
。

‘
父
織
命

轟
雑

を

ふ
蕪

総
し
、

軌

選
に
参

る
ま
守
軸
糠

餞

締
導

ほ
あ

亀
る
。

欝
薦

八

難

（
止
）
　

　

纂
本

・
鶴
琳

バ
ズ

申
学
響
方

疵

Ｌ

つ
い
て
打

含

‘
職
彎
　

毎
趨

土
曜

鍵
六
鋳
ど

ム
鋳
迄

〓
機

響

　

一
鑢

単
数

料
、
難

血

、

学

習
係

購

鋳

轟
鶉
等

を

澤
峰

る
。

購
湾

二
十

二
聾

（
止
）
　

轟
本

■
郡
群

バ
ズ
学
瞥
簿

始

「
食
盤

出
席
。

・
学

習

バ
ズ

（
二
靴
神

九
十

分
、

糠

社
）

。
■
講

バ
ズ

（
二
十

分
　
分

観
彙

雌
会
）

，
諄

け

い
時
嶋
が

ほ
も

い

。
詢

審

を
多
く
し
て

は
し

い

・
紗
だ

餌
も
が
多
か

っ
た

・
父
総

Ｌ
お
畷

掛

時
帥
が

ほ
も

い
、

峨
性

が

暗

い
の

で
締

設
し
て

ほ
し

い
。

…
…
浮

綺
螺
躍
簿
輝
騨
鴻
麟
韓
霊
Ｋ
燻
一・●

潜
対

二
十

ム

韓

〔
壼
〕
　

聯
本
，

　

ヽ

。
一
年

は
闘

な
か
綺

尊
で

鋳

鐵
を
余
す

。
二
年

は
難
度
が
大

変

よ
か

勢
た
。

・
三
年
は

ゃ

ゝ
雑

統
事

多

い

。
彙

ケ
宇

諄
轟
生

徒
二
堪

参

観
す

る
。

五
鳥

六
韓

（
土
）
　

　

覇
本

・
一
年
　
学

瞥
供
が

先

生

と
お

趨

終
が
ま

す

く
彎
鍮
が
で

き
ず
往

晉

す
る
。

・
二
一竿
　

学

轡
嫌

斑

よ
く
”

鍵

載
も
適

曇

・
三
年
　
機
理
が
少

な
く

時
護
余

る
。

・
天
野
難

聯

生
社
穴
名
”

幾
毒

二
条

参
豪

黛
驚
帯
が
ら

拳
さ

か

っ
た
。

三
角
十

二

辞

（
土
｝
　

嘉
木

‘
学

奮
態

度
士
崚

に
義
婚

・
父
母

鎌
諮
轟

い

挙

一
、

罵
単
砕

郡
級

の
竜

燈

が

略
い
の

で

増
設

し
て

は
し

い
。

ヽ
賞
織

が
ら
う

少
毎

年
惨

通

き
て
管

理

韓
轟
た

っ
て

鑢
し

い
。

・
鐵
魂

ｉ
織

鉾
名

参
袋
す
る
。

ュ
月

十

五
儀

（
薄

）

。
最
川
、

錦
ケ

宇
都
導

生

掟
蜘

要
徒

鶏
主

鋳

Ｌ
鶴
諄

バ
ズ

実
施
を

量

定
す

る
。

父
録

こ
購
力

を

求
め

た
と
こ

ろ
農

鮫
蒻

畿

颯
も

つ
と
鉾

連
絡

が
班
長
よ

拳

み
る

鷲
薄
十
八

鶏

（
本

）

魯
壇
地

生
社
鶏
薄

パ
ズ

実
施
を
舟

主
的

」

組

篤
、

父
緑

に
よ

び
か
練

巻
．

・
焼
濾

先
機
、
継
落

バ
ズ

に

つ
い
て
具

体

的

な
学
瞥
方
減

に

つ
い
て
臨
議

す

る
。

そ

の
向

幣
　
　
鋳

五
麟

二
十

韓

（
土
）
　

　

嘉
本
　

　

・

，
薄

ろ
ん
よ
学
蒲

が
で

護
る
よ
う

に
な
る
。

・
学

鷲
曇

こ
対

す
る
無
難

〓
騨
黎

や
瑞
意

し
て

は
し

い
。

森
多

■ ら 、 /11 ■    , ■ プt        , ・ ・ プ( 7 (

1奪藝穐翼督垂善重議書毎墓難翼重要毬萎:

l    :      
韮量

:ヽ ___ ノ ifふ   勝Iマ鷲轟 ∫  :エ ホ警多it,Ft:策 キ   ~薇 i奮 まヽ   ミトで   碁義ぶ)｀
″

攀  け ダ)｀′
せ  ｀‐

警 鍛 tす 参 畿 機 た は の 嘉 評 ミ′な 説 薄   選:議 席 の   母 疑  夕ま1巾  れ  る け  舎 散l

η書甲 鷺翼
本
撃基勇妻 撃壁

犠罐 美暁壁驚醤環繋l憂
ダ

4    
警 よ  場

‐
ず
‐ ｀・    を      選   徒   ぅ   な   対

舞

越

先

凄
一:     姦if三  葛も役協   表     要  荘  ご  纂  薬

勢      ふ ゜ ・ こ で 尋    定      委   麦   。  '  の

「
   琴    言

i定
ヤ で 4ま 浄1趣  は 鵜 弗  ~父 学 轟  ぱ や 海 J〉 持

1靖  攀 し織 が  い遜 で   鋒 響 L/ F凛  い
‐Tを

:な  亀 い 恵 難  い :よ 維  篠 感 じが  も  て
｀
勢:

:警 肇
・ °

レケ  
゛
貞 予  奄 響 Itt fi澪 養 暴 警鴇 ケ れ い し ヽぁ ぃ 菫 曲 定 舞 う 幅 庁

薯 ξ

竃
難

拳 暮
電

誕
‐

翼1与 宇   う か   が よ  鍋 り 巻 つ  もヽ  す 驚 か  命   が
1れ   キウ  職 う 潟

◆鋤 ・ て 券 業 :ま 会  み
|ず     な   ピ 僣   で   学  拳

が 父     だ   し  1か     拳 こ
|°     ・   1     ・   響  欠義     二   ll lぅ     。

こ



・
学

習

係
轟

螂
綿
軍
十

分

で

辮
輝
が

な
か

嗜

亀

｛
二
年

生
）

・
一
．

三
年

生
繊
機

疵
が

よ
く

二
年

ゃ

ゝ

だ
も

け

拳
．

・
藤
整

ヽ

”
警
違
機

、

裁
驚

繰

書
が

総

し

い
。

・
擁

難
時

構
脅
學

絲

で

鐵
ど

驀
ふ

響

・
賞

増

ｔ

ぶ
く

難
強
し

，

い
て

ぅ

嵐

募

か
幸

よ

く

覇
鱗

っ
て

絶
し

い
ゃ

ヽ
脅

韓
豊

―
シ　
バ
ダ

こ
対
す

４
群

え

曇

華

蕪

蜂

っ
■
て

導

亭

麟
け

尋
轟

〓
雌

二
十

一
轟

｛
車

）
　

　

壁

峰

，
一
奪
　

キ
だ
絹

幕

争

摯
、

奮

■

主

導

い

学

青

曇
聴

避

絲

革

十
分
む

ヽ
ぶ
埓
・

鮫

轟
群

灘

象
で

培
響
■
彙

４
滲

〓
露
奪
　
撃

爾

経
碑

澪

鵠
革

十
奏

で
、

筆

轟

が

な

い
、

テ

■
二
舞

Ｏ

≒
強

・
賞

鋒

か
ら

―
　
一魚
爾
舞

丁
競

な

っ

勢
て

摯

与
ん

と
す

幕

よ
う

彙
車

轟
サ
．

六
薄

二
十

錆

纂

（
土
）

事

〓
、

釜

導

一
導
一
　

少
し
だ
ろ
好
手
総
議
各
し

上

墓

・

学
奮

基

の

義
件
判

襲
で

、

ま
し

持

妊
学
青

〓ギ

・「
静
う
。

・
摯
曇

，

大
惇
よ

く

を

一′
て

い
う
彙

，
父

鉢

１
　
一こ
移
め

Ｌ
て

き
尋

主
二

に

な

嗅
て

着

ｔ
と

の
浮

湊

ぁ
け
。

準
餞
婢

〓
全

猟
が

五
像
赫

ｔ

と
棒

曇

バ
ダ

で

ぁ

轟

ネ
雑

装
が

輩

一

ぅ
ｔ
．

薫
じ
勇

こ
と

韓
´
く

ん
で

↑
ろ

主

贅
も

多

い
。

ｔ
父

母

か
ら

▲
む

義

軍
鼻

髪
義

を

さ
ら
ん

と
す
る
。

，
発
表

豪
遠

慮
す

る

な
。

‘
む
だ

壽
が

轟

〓

つ
っ
鍵

難
表

好
。
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七
月
二
十
九
白
　
整
郷モ
璽
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐‐１

心
　
、轟
奪

魯
―
生
徒

ｏ
年
繁
話
が
多
い
。

０
、
父
ｆ

９
お
じ
ゃ
べ
り
が
〔
フ
ざ
い
あ
フ
た
が
、
熟

特
な
こ
が

一
　

　

き

が

つ
た

ｏ

・
年
と
と
フ
て
か
ら
ご
越
　
有
ヶ
ぜ
ヽ
ぜ
‥ヽ
。
み
え
な

パ
よ
り
に
着

ハ
ろ
与
だ
レ
「プ
が
り
や
っ
て
ク
ら
い
た

い
。
色
合
が
墓

静
フ
た
極
ムボ
ず
つ
診
し
く
な
っ
た
。

（
二
十
年
二駆
虜
善百
本
さ
ん
虜
話
≧
一づ
静
が
フ
た

）

占
一暴
種
ほ
い
ば

、　
撻
愛
攣
二
こ

ｏ
、
体
″雨
弩
聞
ど
ふ
や
し
子
唾
し
い
番　
・

―
―
女
菫
診
む
ヽ
選
畿

子
頭
尋
営
悪
義
輯
蠣
・彗
鍾
襲

け
ら
ま
で
い
番
二
窮
一霧
体
≦
へ三
十
分
毒
維
ふ
や
■
こ

こ

モ
青
Ｖ∴
警

ぅ

え牡「韓
〓請
和神
鋼鶴罐長
ざ嗜，ヵ曇多
重轟ぎｉ
ボｔ
鷲

ハ
月
十
九

理
　
　
蟻

†
睡

卜
、　
痒
ニ
ノ一増
バ

スヾ
、

等
ルム
〓
オ
摯・暴
だ
フ
紳
Ｆ」
ヽ

…
…
…
や
や鮮
「十

一番

堪

一雀

層

ヽ

属

ｆ

層

が

表

ス

ピ
一
一二

終

一～Ｔ

，０

一
」
ド
一

安
　
暮

一ヽ鐸
●　
ハよ
一寺

ヽ
球
翼
ヽ
夕
農
一́こ
■
Ｌ
ノつ
えヽ
る
一メ）
≧
ぅ

ハ
馬

一軍

夫

匿
　
第

十

一
褻

―
ヽ
珪
二
′、始
ベ
デヘ

。
す
幕
焦

ぷ
多

い
。

（
質

言ヽ

翼

垂
〕

理
、
二尋
一蒔
、

・
べ
ｆ

ヽ
ヶ
フ
ど
合
雲
ぶ
墨
澤ヽ
す
番
き
て
踵
、

ヽ
む
だ

毒

べ

多
奮

ざ

愚

守

象 
馨ずFL処

響
レざせ
いや じ t フ

婁 バ
°が 慶 話   て燃 だ

(2)  (Iつ  
｀

ノヽ

豊    !属
轟

f駆

鍵  賛
ぃ L  回、
″
だ
|す

な
く

ハ
月
十

二
轟
　
　
繁
■

回

１
．
片
Ｆ
墓
バ
哺ス
．

絆
、
欠
幕ヽ
溝
ぶ
得
ふ
．

―
―

彙，
ｔ
ｒ
耳
〓

レぜ ボ
が ｀ 多
フ ー   :｀

〈
ぎ

生
懸
季
だ
っ
た
。

紹
‘
窯

重
が
ら
レ

お＼

:J

ギ

７　
７ｔ
眠



―一 :書 一一

ヽ

■

一
一

彙

一

一

藤

　

　

　

　

憶

官

―

‥‐　、　　
・猟一
〉“ぶ
、、（
　デ〈

ｏ
選
義
織
本
革
一書
ユ
‐‐り
た
い
。

―
―

一

・

ユ
揉

職

女

調

ヾ

埒

苺

な

「よ

ざ

瀬
一Ｉ

Ｉ
・器

二

ヒ

で

悔ヽ
鳩

。

Ｔ

一
縣

以
後

￥

扮
こ

ヽ

一
生

―
‥…
‐
〕〒
習
憔

だ
七

十
一
て
　
‐
、
ュ

だ
秦
）習
孫
現
像

フ
ヒ
聞
零

を

や
そ

．

ヽ
二
年
―、
ト

ユ
致
・・籍
４
′ラ
ミ
ス
Ｌ
事
二

風
雌
つ
ミ

、

二
教
翁
ず

マ
て
み
。

２
・　
、ふ
理
想
一

い
、
岩
・二
人
、

ｏ
客
幕
ゞ
苺
＜
て
ご
一言

た

。

・
量
刻
ボ
な
く
て
き
が
っ
た
ｃ

Ｏ
（
父
彗

。一呻鵡警ず」哺嗜｝”一総一”ナ
ｔ」′彗爆崎中一↑はれ）』。

九
増
■
日
　
　
　
第
■

二
画

掌
壁
蠣
春
場
ｔ
え
が
本
姜
だ
こ
・り
よ
居
ｃ

，一一轟
的
■

父

ξ

■■
夕
り
す
こ
レ
童
（気
旺
ぐ
一
た
り
い
い
。

↓
重
緊
老
ボ
少
し
農
フ
■
パ
な
尋
バ
。

０
、
資
Ｔ
彗場
資ゝ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽヽ

〓■
急
を
し
パ
申
諄
ｆ
一時
べ

に
鍍
姥
れ
ら
象
ぜ
い
っ
た
こ

〓言

Ｉ
だ
。
寿
、に
琵
で
パ
′書
が
義
い
虜
に
あ
ご
う
く
ｏ

一・　
・■
繹一・ぇ７
敬
Ｉ
ヤ
え
い
に
バ
ん
ぜ
フ
こ
な
ら
い
■

，
．■
寒
）誓
．

――　、　　
，汁一一
一輩一
．・（
　、、Ｔ〈　　　　　　　　　́
　
　
　
　
　
＾

■
磯料一」一一オ
ヽ
・貯会
洋
，ボ
島
／ヽい
　
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

つ
一
、
おい朴「鱗
ギ̈
（
卜式
∴）
〕

ｏ
争
フ
こ
角
一ｔ
綺
）だ
や
る
ざ
考
だ
し
て
曜
し
押
θ

・
心
，́後
を
一
珪
一」鷲
府↓
，ギ
Ｐ
て
を
一り
い
（‐こ
い
。

九
月
・
・一十
〓百
ぜ
　
場井
十
毛一
麗
、

〔

一
年

一生

調
謙

寧

↓

く

尋

ツ
」
奪
）慶
ぷ

藝

だ

里

た

こ
ご

く

ぜ

一

で
撻
、二
ｔ
い

一ぞ
「
　
）

ｏ
父
．せ
輝
暮
「尊

ヽ
轟
二響
ぼ
量
いヾ

て
で
も

て
い
た
Ｌ

ヽ
キ
だ
な
素
｝小レ
と
４
′踵
驚
移
冷
い
汁
」
レ
て
い
た
。

九

百
嵐
二
■

薔

　

　

魔
一ガ
市

ム

一覆

党一増増一嗣脚＝
一角卜一・〓」Ｆ織一４蹴むド
絆「発生生、書越

―

、
生
満

バ
ズ

ｏ
　

一
斗
よ
蓑
一一
一菌
素吾
し
た
。

０
　
　
い」
狩
（暢
藁
´
〉
式
‥ヾ供「
ア」
／
１
リ
ドレ
′ソ
ア」
額
浄
‥一
η
ノが
っ

―

墓

一へ
重
　

き

■

〓

〈
彗

〈基

猥
歳
ニム
キ

一４一”る

。

「
ノ７
ンｔ
一
」警
義
二
毎
聾
ふ
〓
一”４・，イ一
り

２
、
べ
憎
鰤
将

絆
　
〓光
、一準
ヘ

ｏ
地

む
貧ヽ

ノ
せ
か
っ
た

，

:キ
|■篭|■||■二■二:

ケ

L/

トメ

″

ンヽ｀

4
1´

み

ア:



二__^ l ′__⌒_

ネ
樫
通
、

・■

・杖
書
先
生
…
…

二
調
〕薫
鍾
た
時
ξ
り
、
か
ジ
蒙
■
４

年■
豊
巻
‐レ
韓
４

■
名
ふ一声さ
４
■
―
ネ
ヾ
ご
鍾
為
象ヽ
ケ
．｝／ｔミ
で
ひ
フ
た
こ

と
，

」
柔
た
ち

鍍
費

豫

に
々

フ
て

は
そ
す

み

４
ギ
、
こ

で
を
島
一一
崎
ざ
す
ノぼ
ら

レ
毅

ρ

十
月
六
覇
　
　
雲
キ

ｔ
回

讐
野
本

中
）冒
顧

、
ベ
ズ

石
変

大
会

尋
に

進
　
卜Ｔ
腱

十

一
弩

針
り
蒙
織

。
キ

築
轟
本
菫

蒻
審

・一十
名
馨

詳́
一ふ

窒

庭

バ
島

っ
た
。

ベ
ズ
終

了
後

、
生

理
Ｊ
的
量

重
『

、
気
覆
彎

内
外

爵
乗

帰
量

轟
三
菱
”

―
、
十
二
導
バ
ザ
貸

ｏ
東
ミ

な

ァ
７≧
、ゝ
柱
虜
ざ

、
噴
窮

４
〓
ζ
フ
」島
え
こ
ぼ

レ

い

。

・
諫
懸

に
ミ
ス
が
な
い
さ
４
■
一し
て
ぼ
レ
ハ
．

２

尽
電

ヽ
Ｖ

生
突

ヽ
父
寺

・
む
電
子
節
ぶ
ぜ
＜

０
一
生
無
命

質
フ

十

月

十

田

理

　

算

÷

ハ

回

―
、
生
治
バ
だ

、

θ
豊
期
ボ
島
Ｊ，
驚
４
ボ
、へ
燕
総
．

２
　
ざ
壁
璃ヽ

縛
、

父
亭

ｏ
拳

フ
Ｆ
≠言
（

だ
轟
）ざ

鍾

義
一・■
・
華

ｆ
丁

」
ギ

レ

ハ

ぅ

十

月

二
十

一
理

　

壼
ｆ
Ｉ

人
菫
…

―
　

十
一′言

バ

バ

”
、

一
年

　

　

　

　

一

ｏ
萎
．鍾

章
毒

ボ
心

＜

質

鼻
Ｔ
た

。

二

１

讐

Ｃ

ｔ
■
摯

尋

碁

心
っ
た

ク

０
　
　
二

標ヽ
―

ο
奉
ぜ
講
が
多
い
。

・
七
戸
べ

十一へ
キヽ
く
ぃ

マ

０

（
　
一・一三
‥

ｏ
三

刻
一二鹿
べ

い
た

。

∩■

感
馬

町

、
生
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、

ｒ
欠
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毎
轟

フ

レ
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ダ

一
球

‥ゞ

心
フ

董

り
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〈ユ
・ヽＴ

ワ
一卜
薫

社
溝
が

さ

ち
４
・こ
惑
〓‐・一一遷

≒
≫
桑

丁
ヽ
い

て
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二

”

ｏ

二
左
〓生

√
）許
〕一け襲
一葦
ょ
専
ノ
ぃ
゛

４
．だ

“

十
項

二
十

ハ
日
　

第

主

＋

目

八
義

垂

ざ
　
士景
ふ
静
鷺

メ
寺
一隻

（
色

川
■
〔轟
ヱム

ヽ
繁

上

≪

．
　

ノ‐＼
警

一塁

工
ヽ
星

鶴

二
喜
　

轟

糧

Ｉヽ
ま

）
が
ふ
観

ギ
上準
十
亀

一
ボ
レ

ぃ
一暮
治

入
ト

ー
ゴ

ボ
λ

フ
た

。

―
　
碁
寺
鷲
一
ペ
ズ
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塁
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女
キ
片
嚢

響
番
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・
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ヽ
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娃
＋
在
靖
・七
『簿
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一
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毒
／
い
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感
で

勢
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農

ｉ
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轟
匡
趣
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し
て

い
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鉾
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畿
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三
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゛
時
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看

駐

切

⇒

と

は

っ
き

特

さ

せ

為

Ｘ

草

が

胸
ろ
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十

一
月
古

口

等

二
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ク
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シ
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表
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滑

ロ
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べ
磨

ァ
、
ハ
／ヽ
力
４
アだ一
―
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■
　
ダ

ル
マ
さ
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、ケ
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ム

ウ
、
チ
マ
ン
ピ
オ
ン
ゲ
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ム

ニ
、
ス
ヽ
ャ
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ゲ
ー
ム
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ハ
争

マ
ヽ
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レ

カ
ｔ
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マ
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ケ
ン
（
ヽ
ツ
オ
‥
庄
屋
ヽ
狩
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ャ
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シ
リ
レ
ー

ク
、
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圧
ゲ
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ム
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存
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響
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―
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騨
ベ
ガ
言

・
ふ
に
用
茫
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く
≫
ぃ
、
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ョ
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シ
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ご
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に
レ
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４
ぜ

ｃ
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尽
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ヽ
せ
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ｏ
畢
ι
ヾ
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し
く
々
？
て
、
お
リ
レ
ろ
が
っ
た
。
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，
人

へ
ん

燃

ゎ

し
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テ
・警
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マ

っ
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ざ

、
義
ゼ

は

、
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２

辱

，
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い
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鐸
ざ
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Ｔ

，
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■
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革
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シ
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欠
澪
轟
が
子
が
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）
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ク

よ
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櫓

養

ぷ
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ご

き
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こ
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Ｔ
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蠣
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ズ

。
年
革
堪

が
い
み
二
と
が
親
露
ざ
あ
番
。

ｎヱ
、
ぶ
驚
、
（
ズ
寺

〕

・　
　
・　
一
生
轟
災
Ｉ
や

す

・
　

　

憑
レ

い

。

十
‐
一0  1ヨ

む生 朝

に
｀

Ftt l垂

轟鷲ノヽ、
たテt｀ 入

多 第
:｀   二上
p   ・

†
‐

目

(2)

マ

しヽ

暑



(―
!]― 二 一 ―

_,十
:驚三  :

.ヽ 馬
J主  ―

走 十 1■

ノヽ  ―‐

八 理  二

せ
零

予
†

ハ

ロ

ｏ
欠

辱ヽ
選

ざ
轟
／
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懸
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Ｊ
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憶
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燿
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０
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Ｔ
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曇
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場

十

薄
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勲
、

バ
ズ
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峨
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舞
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議
き
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密

鮮
驚

織
子

ど
も
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ら
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「

ど

ん
な
学

警

償
導
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拳

か

一

を
見
て

い
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だ
こ
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と
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漏
轟
球

“

金
藤
覆
菫

“
黒
群

バ
ズ
参

鐵

４
群

碑
機

餞
合
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轟
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と

シ
甘

Ａ
鼻
警

亭
島
鍮
犠

島
を

持
て
、

熱
薦

二
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名
奪

難
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で
Ｒ

興
希
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も
伸

に
す

拳

こ
と
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で
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も
え
幸

本
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、

バ
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学
習

警
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鋒
て

か
も

三
〓

こ
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轟
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こ
券
輔

減
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奪
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響
み
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拝
美
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．が
轟

警
ミ
け

れ
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も

儀
■

■
幸
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ー

ー

異

「
ギ

■

尋
一
瞥

ず

島

拷

碁

ら

こ
な
く

み

一
千

一
一
弯

撃

点
を
耳

着
籍

〓
．二
一
む
て

一
一
録
し
ず
くヽ
一ぶ
仏
二
∴
．〓

¨̈
■

∴
ｔ́

塾
■
二
．
　

一
バ
ズ
学
警
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よ
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学

と
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ｔ

豊
´
芝

可

」
〓
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一
ぜ

、一
ほ
彙

ず

‘・語

曇

孔

一〓
く

⇒

言
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か
」
と

い
寺

轟
ぽ

Ｔ
Ｉ

ド

島

募

幸
た
ク

ま
え
．
　

一．
バ
／
学

管

難
予

ギ
寺

た
ち
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モ

ル
毒

プ
許

」
し
て

斃
駐
幹

鷲
を

す
る

の

で
す

か
」
と

特
う
笛

難
準
轟

嗜
彙
等

ｉ

礎

み
，
　
Ｅ
ム
て

聯
韓
鏡

え
帯

鮮
け
守
続

だ

」

「
轟

響
合
う

寺

が
路

ん
ど
中

だ
鶴

奪

ど
、

な

か
な
か
そ

睾

よ

率
を

つ
か

ん
で
く

れ
な

か

っ
た
一

亀
贅
方

も
．
心
，
ま
寸
繊
穀

殺
方

注

Ｔ
は
教

え
ら
れ

や
く

な

っ
て
溝

た
。

■

こ
で

、
次

勢
よ
う
な
構

え
で
、

子

ど

も
た
る

と
取

り
絶

む
こ
と

に
し
た
季

ｏ
　

食

峻
拡

灘

吟
中

で
「

バ
ズ
撃

鸞

を
す

す
赫

る

，

や
　

つ
ね

に

ヽ
癬

野
ホ

奉
子

ど

も
や
ど
う

す

る

か
」
と

い
う

こ

と

ｔ
鶏

鐵

に
し

て

そ

砕
解

決
方

注

脅
考

え

て

い
く
響

ｏ
　

轟

主
織

春
青

電
機

た

織

に
は
、
畿

え

る
黎

灘

か

牛
育

て
る

警

勢

が

必
欝
で
、

■
繊

峰

菫
帝
輩

騨

脅
轟

批
鍾

す
る
。

金
　

学
校

，
地
筆

〓
家

菱

券
在
機
崎

む
達

撰

幸
鐘
か
け
．

全

良
教

育
そ
織

ざ
す
寺

バ
ズ
学

膏
韓

、

彎

か
弩

棄
七
教

育
Ｔ
は

な
ｉ
て

、
裁

孔

毒
彎
理

点
を

霧
難

に
と
ら

え
て
、
子

ど

も
と
尋
が
将

実

義
犠
き

て

い

く
上
馨
大
響

な
鑢

典
を
身

鎌

つ
け
、
社

金

∴
・こ
し

て
華

轟
鉾

七
攀

度

で

■
孝

て
埼

琴

辱
Ａ
瞬
驚

壌
争

棒
ボ

し
て

〕
拳

鎌

甘
す
彗

墓

著
覇

大
手

寺
寒

澤

壺

性
も

騰
義

伸

申

で

一
子

ど

ち
が

基
Ｌ

を

式

現
し

や

粋
く

鍾

韓
、

当
分

母
生
疑
■
義

奮

す
る

こ

と

言

あ

４
らす
〓

一
暴
毎
子

ど

ち

，
、

轟

尋
彙
ヽ

ほ

非
〓

〓
■

・一
〓
ホ
一一〓
暴

一〓
凄

一
襲
す

れ

減

ど
で
考

一
，こ
い
二
．Ｉ

‘一
こ
か

鼻ヽ
一■
．
一
，
、一

■

裁
、　
打

峯

争
紅
一
二
　
一̈
″ぐ

〓
二
二
二
く
一
■
じ

準

な
毎
で

鉱
キ

静
拳
で

轟
う

か
ら
，．
好

■

キ
裁
斜

二
警

棄
一
資

心
が
で
奪
た
ら
、

■

れ
を
■

心

義
、
そ

寺
総
か

参
教
軒

も
幾

奮

群
れ

で
く

巻
幸

Ｔ

ず
，
な
．

つ
ま
号
、

ひ

と
サ

ひ

と
警
導
子

ど
も
摯

、
自

分

お

貰
現

し
て

い
ご
、
一
奏
柔

菫

畿
）

に
鐵
、

ｔ
議

簿

統
合

砕
暮
鷲
る

こ
と
だ
と

い
っ
て

絆
ま
す
ふ

會

野

本
霧
子

ど
も
あ

貿
級

か

ら

「
寵
主

的

韓
学

奮
す
辱

犠
絶
」

を
育

て

よ
う

と
し

■
バ

ズ
学

管

を
す
す
め

て
華

た
学

校
め
構

え
を
十
分

ご
葉
辮

い
た

だ

い
て
、
父
鍮

命

革

々
か

ら
も

ご
濃
壽

を
輝

難

伸
１
，ノま
す
０

新

鴛
金

で
は

、
市
鈎

命
傷

先
悔

か
ら
色

色
と

拳
崚

脅

い
た
だ
華
弯

車
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で
１
ノ
た
導

特

に
一

鴫
碁
く
活

発

で
、
よ

く
学

習

に
参

無

し

て

い
た

、
父
難

の
協
力

が
す

ば
ら

し

か

っ
た
、
轟

落

パ
ズ

義
、
う
ら

や
ま
与

い

地
域

づ
く
り

鍮
姿
勢

で

あ

っ
た
一
先

生
方

件
協
力

一
難
し
た
慾
勢
で
轟
っ
た
、
教
響

僣
‡
質
や
達
破
Ｌ
と
ら
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「
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デ
長
」ｋ

ら

濃
静
落
月
み
ん
な

を
持

つ
子
ど
も
嫌
錢
長
率
せ
る
。

・
父
録
斑
意
奉
盤
亜
策
解
と
子
ど
も
た
ち

を
、
築
鋼
鈎
絶
避
解
す
碁
こ
と
が
で
き

、

子
ど
各
と
共

維
父
裁
ｔ
戒
釜
す
る
。

・
生
縫

、
父
録
一
教
彗
壽
え
曜
轟
繰
が
よ

攀
課
く
培
わ
れ
て
４
尋
．

・
妻
愛
轟
学
膏
管
整
が
身
韓
幸
さヽ
、
意
歌

鍵
を
生
講
革
度
が
姜
わ
れ
る
。

車
ｉ
學
よ
驀
毅
地
域
バ
ズ
学
習
を
達
邊

上薦
Ｆ
一‐
』
４付

バ
ヽ

角
Ｔ今

ボ

二

「一　フ々
′
／
・　
　
　
鸞
硬
均^／

■
」
ア
一
ビ

薄
一
、

鴫

に

、
￥
ｔ

て
、
鶴
一

＜
デ
耳
ヽゝ
い

。

）

L/パll電
わ` 人

｀

こ 111迅

が
主
義
嗜す

′ヽ一　一言毎
、ア」

ンヽ」　　？｝響　　い″嚇　　・ユ倶）　　え一蒸

鸞
鉛
率
申
撃
統
貯
Ｔ
轟
轟
掌
諄
鴛
班
暴

　

∴
豪
　

緩

登

て
考
ビ
ニ
ユ
拳
、
滝
載
申
万
々
奉
多
黄
な

ご
纂
発
を
帯
、
Ａ
鏡
熱
轟
し
て
霧
幸
奪̈春
ち

≧
か
彗
な̈
が
ら
、
轟
葺
雲
資
暮
七
攀
れ

三
老
妻
な
い
場
斌
武
ズ
彗
イ替
実
施
上
①
崎

選
点
も
い
く

つ
か
機
蝿
さ
れ
て
看
攀
〓
〓
ち

生
菱
象
交
懇
賀
壺
ゝ
教
等
の
議
萎
時
鍾

貧
曇
ｅ
聾
蒔
態
鍵
、
鍵
費
暴
毒
轟
、
末
装

義
地
一域
暴
黎
鶴
多
、
小
学
表
や
社
会
教
育

藩
諄
と
等
撻
盤
等
傘
輩
題
で
あ
り
ま
す
。

今
後
ン
タ
メ

エ
ー
シ
寧
ン
違
動
を
近
き

将
来
小
学
校
五

・
六
年
生
も

一
霧
に
入
れ

て
子
供
会
○
難
震

縄
達
や
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

嚢
重
０
世
会
蓋
難
こ
お
い
て
、
鐘
選
と

な
っ
■
下
為
家
庭
の
極
駆
化
一
情
報
化
と

い
つ
た
点
か
ら
も
鍵
全
な
集
機
構
動
を
育

「
１
１
１
１
～
…
―
―

驚
野
本
義
学
毅
バ
ズ
学
膏
実
施
錢
嗜
い

て
は
、
キ
等
渾
麟
寿
緩
学
難
よ
幸
鑢
峰
て

九
ク
藤
織
な
拳
参
と
し
て
い
ま
す
。

紬
載
バ
ズ
学
習
は
、
金
華
誓
題
轟
桑
鍾

葬
筆
墓
丘
幸
学
綾
よ
、
警
琴
本
幸
学
装
参

ニ
ケ
所
だ
■
・貌
躍
い
て
麗
寺
ま
す
壼

賞
施
こ
と
も
に
、
各
方
轟
よ
響
注
菫
さ

れ
、
警
さ
ん
難
承
無
ｏ
よ
う
錢
、
十
魔
警

め
新
綿
鼻
報
等
轟
載
摯

ま
し
た
。

・　
十
雌
六
舞
、
訴
轟
事
萎
暴
幸
学
績
ょ
り

多
蛾
秦
攘
暮
れ
、
本
毅
絶
驚
け
る
パ
ズ
学

晉

（小
壌
鐘
）
蘇
鴛
発
表
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
黎
買
実
一発
部
落
で
尋
バ
ズ
学
晉
参

参
畿
も
あ
管
、
大
変
好
評
を
得
た
の
で
あ

診
ま
す
。
　
　
　
Ｖ

十

一
戯
二
十
七
葉
、
新
壽
事
Ｐ
Ｔ
Ａ
疑

究
大
会
韓
お
い
て
、
警
野
本
地
区
と
し
て

発
表
し
対
外
的
に
大
き
く
認
識
専
れ
ま
し

た
．

-

成
す
る
必
要
が
さ
け
ば
れ
て
居
り
ま
す
が

今
参
挙
ど
も
な
ち
が
、
地
域
バ
ズ
で
″
活

●
器
秦
■
■
鍵
ｔ
寺
な
姿
勢
■
、
幾
し
い

鶯
ミ
．■
三
警
轟
雌
鉾
Ｉ
碁
綺
会
人
に
成
長

す
る
で
轟
轟
乗
こ
と
な
犠
撃
ず
溝
攀
ま
す
。

「さ

一
、
一
十
年
、
ボ
ｔ



ξ

憾
警

予儡

等

ギ

■
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れ
一ヽ
警

4
理
合
襄
長
　
一な
重
　
曲豆

ぼ
く
載
島旦胸本
護
人
町
ち
に
鬼
こ
轟
ヽ
こ
■
こ
と
て
封
し
て
、

か
け
麟
青一一基
し
な
ボ
ら
し
、
銀
準
雪
洛
べ
ぃス
を
報
モ
ミ
柱
る
こ

こ
だ
バ
島
レ
た
４
認〒
ヽ
ボ
「
鵠
≒
雪
“洛
バ
ズ
」
を
提
唱
じ
た
こ

Ｒ
ｌ
鼻
ξ
モ
￥
象
靖
人
に
多
ボ
こ
れ
に
二
封
じ
た
。
聾一菖

噛
、

ア
レ
ビ
が
見
ら
曇
ぜ
く
奮
る
が
響
こ
紳
４
こ
と
だ
つ
た
。
今
だ

ヾ

っ

て
庵

馬ヽ

て

み

尋

ご

、
二
調
パ

一噴

パ

轟
ノ
ん

な

晨

姥

ん

な

越

全

く

程
表
が
低
小
っ
れ
ご
尋
琴
σ

ぎ
じ
百
六
翼
十
藝
種
銀
′退
計
ふ
ベ
ズ
ボ
崎
ご
フ
た
，
黎ヽ
駒
４

弓
ち
、
み
ん
な
は
、
こ
義
上′打
レ
ぃ
試
み
に
外
ご
と
ぶ
つ
が
り
、

と

調

星
体

と

虚

ぼ

小

４

Ｉ

蕗

力

し

た

。
し

が

し

、
幾

月

が

な

フ

て
て
４
澁
イ
正
体
≧
島
ば
き

ヽ
び
つ
ヽ
自
分
４
り
膚
だ
し
ぼ
ハ

尋
ち
Ｃ
経
着
レ
た
義
シ
あ
っ
に
ｏ
た
き
に
、
や
番
気
ぶ
ご
ず
、

欠
革
す
る
と
い
等
程
度
ぜ
ら
望
サ
け
毒
尋
・
レ
が
レ
、
毎
日
各

自
賛
ず
末
ぜ
い
な
ど
と
い
“
ノ人
に
ば
、
、，ぼ
く
り
あ
き
れ
に
お
ｃ

鷲
み
饉
自
分
自
身
種
像
歌
じ
れ
だ
け
ぜ
な
く
ヽ
犠
棄
計
落
バ
バ

ど

春

毎

轟

い

を

訴

だ

責

ユ

し

て

い

一
ヽ
４

こ

す

晉

尋

ん

ざ

と

違

Ｊ

う
た

こ

こ

に

な

る

尋

ざ

島

つ

卜

そ

ん

ぜ

〒

ヾ
て

二
、ぼ

‘

球

鏑

丁
杯

瀬
慢

フ
た

。
み
ん
な

４
詳
意

ベ
ズ

に
靖

言

ろ
議

４

鳴
と
塩

苺
ぜ

い
た

駒

遅
‥
―

―

・
与

薦

、
土
曜

秘

に
な
番
こ

、
予ヽ
暮

べ
べ

琴

構
時

間
Ｊ
三
分

離

‘
ぼ

、
銀

潟
な
民
鶯

魔
債

〓

親
け
　

中

調
軍

明

て
ス
イ

ゥ
ナ

オ
ン

・
生

溝

、公
ス
虜
崎

ぼ

ご

、
爾
べ
稚
ぱ
ぜ

＜

鐵
、

い

つ
ケ
ず

っ
〓
け

て
い
た

′
が

、
奪
と

、曜
＜

覆

肇
ぺ
な
く

重
〈審
ぜ
能
ヾヽ肩
ぃ・
籍
し
た
。
「
詳
落
バ
ベ
」
、
あ
勇
唄
曜
、
、、曜
く

む
チ
丘
姜
に
響
ご
こ
確
ベ
ー
ル
副
孝
た
〓見
る
こ
こ
せ
ピ
き
ぜ
小

っ
　
「′
」
　
３

曜
魚
基

十

ノ＼
与

ュ
頭

十

鳳

、

こ
ハ

藝
慶

咀

輝
き

■
ゴ

ご

罐

、

ぼ

く

メ

亀
′

彗
ノ、ス

だ
し

っ
か
り

と
表

鋳

主
彗

轟

て

静
碁

ｏ
ご

く

晴

、
貧

戻
併

に

入
フ
ｔ

と
き

、
耐

え
鷲

４
義
十

産

沿

ダ

Ｔ

ざ

青
、

申
牙
バ
明
る
い
ム
ー
ド
ど
葛
じ
た
。
ヽ
れ

い
な
款
〒
―
．一ザ
ギ
千

塁
４
入
鷲
パ
慧
４
中
よ
み
熙
な
〈
な
だ
ム
が
っ
て
い
た
し
、
ま

明
麟
、
べ
甘
ｔ
い
い
つ
与
滲
り
鳴
番
い
さ
４
に
ぶ
ぶ
ら
れ
た
。

中
だ
癒
い
↓
て
が
・り
Ｊ
ぼ
く
ぼ
、
い
つ
し
と
喜ｉ
フ
了
碁
ギ
篭
聴

て
ゼ
フ
た
。
最
れ
曜
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
や
フ
亀
誘
だ
が
、

こ

■
學

買

省

噌

、

二
年

生

が
中

蠅

だ

な

っ

■

心

＜

々

フ
て

く
こ

■
―、
守

銀

F襲

書テ

幕

ノ`

ス

薦

ぶ

こ

|ぜ
｀
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さ

て
、

女

吋
、

夕
心
民
ヒ
議
（
ね

ヒ
ド

ン
ノサ

ャ
ン

騒

ぎ

だ

ｏ

こ

巧

疇
へ
に
キ

隷

覧

生

移
黒

ら

れ

註

。
食

事

を

あ

る

程
一Д

斗

寸

せ

や
と
、

一

‘

二
年

生

調

せ
子

が

お

け

与

な

く

歌

駐

一歌

ぃ

賛
麟

ｋ

で
な

に
、

歌
調
η
惑
い
鋼
蝙
樹
方
が
な
つ
が
し
４
歌
声
■

、
剣
川
理
オ
ボ

準
一源
あ
け
さ
（
議
‐
・
―

〕
ど
装
所野
ヽ
組
■
。
モ
え
ぞ
ホ
て
い
な
票
／

藝
負
だ
浸
っ
て
、
、通
く
た
ち
三

年
■
一
晨
だ
先
生
驚
（
林
本
＆
舟

尋
芝
生
）
ら
れ
た
ぜ
歌
と
歌
い
だ
し
た
で
そ
こ
わ
月
輩
毎
ｆ
家

レ
ご
４
に
歌

っ
て
い
た
虜
毯
　
一
，
二
年
碁
一頑
青
予
だ
っ
た
，

一彙
響今
鐵
、
ち
ょ
一ノ
と
層
ず
が
レ
￥
・等
托
へ
ｔ
さ
歌
を
計
・／
て
た

ヮ
け

ぜ
‐腕

／

　

父

き

４

幹
ｒ

踊
響

、

一

，

二

年

生

寺

子

４

歌

ぎ

ん
（
域
・
話
か
ら
堆
辱
さ
れ
る
と
夕
ぜ
く
、
女
が
い
次
へ
こ
″鷺

ダ
出

ル
ｔ

”
な

一八
先

生

２

日
じ

勇

ｙ
」寸

る

う

だ
さ

噌
　
全

静

が

全
一ｆ
Ｊ
性
ギ
貧
一二
一すき
ギ
ス
ノな
碁
一Ｚ
じ
〓
い
た
を
ぶ
く
町
ヽ
こ

盛
な
部
鷺

一
―
ン
を

フ
イ
ル
ム
ｄ
許

寸
霞
り
撃

じ
せ
く

フ
た

ｏ

．ヵ
メ
織
駒
、、憲
＜
籍
、
費
Ｉ

上誉
ｔ
だ

っ
た
。
あ

子
みヽ
く

、
父

寺
式

た
生
ｔ

を
、
海

基
層
ど
良
．秋

じ
亀
〓

Ｉ
鎌

な
い
っ
た
で

あ
ろ
り

と

諄
ヾ
‘

ｏ

、、懸

４

埴

一ゃ

「

一二
壼
・

、
キ
碁
バ
ズ
纂
理
覆
塚
顧
、
つ）辱
銀
準
雪
呑
遅
勝
け

生
こ
主
う
会
」
Ｊ
轟
４
て
、
「．父
尋
と
生
徒
ポ
鎚
シ

く
ぜ
↓
て
鐵
じ
こ
と
が
々
れ
わ
」
と
い
争
ご
こ
ご
埴

ぜ
い
だ
乃
り
小
ご
尋

碑
■
“
￥
し
て
、
晋
鐸
理
ｔ
と
豊
一へ
ず
ト

ｒた
再
だ
と

学
■
・満
足
黒

■̈
戯
り
ぜ

い
ず
写

ン
ｔ

た
だ

一
⊃
死
一奪

ご
甘
ｂ
ヤ
（
現
曜
ヽ
金
中
ざ
絆
一韓
曇

た

二
人

が
墨
■

鐸
最
殊曇
哄

ご

立

サ

一曜

れ
、す
、

こ

覇
寸

ぱ
ら

）

い
心
韓

嵐
葬

‐ゴ

さ
賛

心

∫
唯

″
ｔ
と
ご
去
警
幸

Ｊ

領

宅
申
計
「一井
バ
ズ

石
ニベ
撃

　

、ヘ
ズ

轟
ザ
翠

巧
上八
声
Ｆ
　

　

．

じ

い

し

、
ぃ瞳

＜

電

（　
？
」
ぶ

寸
・ざ

ら

し

い

「
な
へ
寺

と

こ
ミ

話

硼
′

場

Ｌ

。

「
量
．『
一碁

再
生

書
、覇

立

嬌
′一撃
冶

Ｊ
ノ場

」
讐
」
ヽ
）翼

酔

人

守
崇
コ

歳

バ

生

・在

だ

け

て

議

ら
ず
ノヽ
＼
ホ

轟
一，生
む

　

〓

じ

て

、
ユ義
表

生

絆

ら

ク
人

い

ピ
≧

埴
疑
纂

Ｉ
・争

ら

い

ン
童
｝
パ

で

一身
番

寺
奪
二

ｙ
Ｉ
ザ
、

〓卦

一尋
年

一具

壼
き

乏

〓
「
っ
て

ぶ

η

い
こ
ば

、

貰

ず

い
「ノ
が
難

五

聰

せ
∠
・む
４

、́、て
上尋
モ

．

ハ
ざ
ｆ
　
‥計
一・尋
バ
式
基
／́貫
上
と
理
ざ
し
丁
ヽ
ｔ

ゝ
ヾ
Ｆ
ュ
■
　
〔＼
ｋ
ｆ
ｈ

、

体

ヶ



量
＼

・議
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
項
五
　
み
さ
争

Ｆ
警
・■
人

ズ

Ｌ

と

い
っ

て
を

ヽ
′小
曜
、
ミ
ニ苺

レ
■

教

寺

り

ヶ

負

ん
だ

壷

勇

菫

が

多

ひ
フ
た
静

等

ぜ
す

。

三
筆

生

と

し
て
ば

ヽ

だ

で
ヶ

埓
ず

か
し

く

思

フ
て
い
ご

丁

ｏ
だ

ひ
み
ヽ

そ

え

ぜ

く
菖

え

Ｔ

＝
五
だ

け
よ

ど

、
パ

ズ

Ｊ

通

賄
報

す

ぐ
む

ピ
話

が
象

る

こ

と
ご
Ｆ

申

長

青

誓

　

鼻
ご
ザ

誕

毒

ぜ

々
る

せ

彎

多

く
石

典

ご

々

れ

ボ

Ｆ
■

■
・奮
・象
お

い
・ザ
ぶ

零
て
な

一●
Ｊ
と

だ
・Ｔ
ち

だ

が
ら

、

き

だ
話

産

ギ
轟

桑

ぜ

・
シ

つ
と
す

ギ

リ

レ

く

な

看
ざ

し
ま
巧

。

こ
れ

付

け
き
　

ず
し

ニ

バ
ズ
、と

縫

‐Ｔ
ろ

／
」異

石
″所

で
一、・・・・「湊

、
キ

ん
な
ゼ
焼

庵

レ

、
わ

か
ら

な
い
童

療
覇
・き

ヽ
わ

小
ホ

群
寸

ぐ
衣

た

る
よ
角
ゴ
だ

レ
こ
ヽ

み
ん
な
ｉヽて
し
「

が
↓
よ

え

ば

っ
て
く
だ

■

い
。
磐
ど

、
義

務

勇
計

寿

バ
ズ

種
す

ば
ら
し

い
と
芭

わ
Ｌ

を
せ

角
ノ
ビ
／

ネ

ボ
静
ふ

ベ
ズ
輝
／一打
が
な

い
つ
た

４

は
？

　

と

い
つ

こ
と
な

プ
ぜ
丁
試

、
歯
〈
電

、
べ
‐‐ス
撻
挽
彗

『

静
ヽ
いて
ば
な

い
フ
ヒ

伊
ら

な
輝
と
す

ｏ
■
ぜ
さ
ん

舅
中

に
　

シ

し
、
）驚

い
だ

付
ど

こ
い
つ

ス

ボ

〔
樫

ら
、
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∫
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４

域
ケ
フ
ｔ
い
な
い
。
ご
こ
Ｊ
ベ
ス
ξ
電
が
一な
い
バ
ズ
三
作
彗
．
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２
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ｉ
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叫
４
ｉ
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２
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Ｆ
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⇒
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ヽ
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ヽ

え

瞬

三
年
生

旺
占
二言

と
長
ｔ
Ｆ
壽
ザ
ら
れ

尋
諸ヽ
熱

（
入
２
年
ザ
和
歯
。
今
ぶ

一導

■
仁
を
、
二

仁
ダ
ら

一
十
一髪
基
準

颯
ば
ざ

き
ろ
ど
尋
刀
。
こ

に
な
ふ
た
し
し
ば

い
ば

ど
購
な
り
４
が
え

ば
膏
に

い
で

銀
　
璃４

評
　
廿恥
　
ぃ（　
ズ

ニ
月
・八
　
占
懺ずす

こ
辱
一鏡
違
評
熱
バ
ズ
が
越
言
っ
て
か
ら
、
炒
砲
、
一
年
だ
ヶ

な
づ
ご
了
ク
モ
え
な
守
ぜ
、
「
静
募
ベ
ズ
ニ
ギ
為
よ
考
曇
な
ん́

て

い
る

話

ケ

払

て

幹
き

了

。

世

フ

い
く

■

■
導

ざ

や

ァ
で

凛
一ヽ
誕

譲

泌

バ
ズ

、

こ
誘

一
写

薦

ざ

厨

）ヮ
遭

蘊

ビ
．お

い

て
な

義
き

噂
難

景

が

あ

ぶ
ら

な

か
っ

に

と

頭
電
等
し

、
ご

だ

き

だ

藪
哀

じ〓
な

導

彙

ビ
な
ら
な
ぃ
ノ．ィ町
む
ヒ
く
た
る
腸
り
彗
す
っ
ご
す

い
ゎ
、　
こ
え
Ｔ

さ
せ
に
レ
こ
各
わ
私
ノｔ
た
く
な
い
期
で
す
奎
む
管
せ
ヾ
モ
Ｆ
挿
、

人
当
種
ザ
選
一畿
で
シ
島
景
バ
虫
て
‥
巻
今
尋
妙
訴
だ
な
番
ナ
な

な
　
そ

レ
て
、
み
ん
な
ぶ
モ
水
ｒ
ホ
魂
島
し
、
理
窯
セ
凄
え
〓

時
に
‥‐、
マ
誘
番
ハ
や
講
な
い
が
と
い
η
こ
こ
責
」誌
し
合
み
響
誡

い
■
健
管
せ
寸
。　
　
　
　
　
　
　
・

____つ0____
こti
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４
・
く
こ
ビ
や
離
ｉ
み
、
今
二ご
「７一食
４
た
尊
だ
す
っ
て
き
に

爵
静
繊
慕
み
な
け
レ
ヽ
マ
め
た
い
と
静
等
人
獲
三
年
生
４
一
評
薔

ぜ
、
一
年
ヶ
二
奪
ヶ
ぐ
り
ｋ
い
と
い
弯
ふ
ろ
く
ば
呼
む
ァ
て
い

摯
・
■
れ
心
な
銀
薦
計
蒸
２
レ
オ
っ
て
い
が
な
嗜
縦
ぼ
な
ら
な

い
二
年
生
誤
み
び
４
ぼ
こ
ど
ざ
鐵
ダ
メ
な
ん
ジ
や
書
い
い
ぜ
／

ど
旬
ヽ
い
彗
ｄ
す
・
理
盤
贄
開
亨
げ
ヽ
「
つ
ξ
ｂ
ぜ
い
」
「
丁
レ
ｒヒ

が
見
秒
れ
一Ｔ
槙
」
な
ど
と
い
“
）こ
と
だ
レ
、
今
導
ご
計
暮
バ
ズ

と
や
っ
こ
こ
な
汀
象
が
、
あ
４
よ
響
な
す
づ
り
し
い
「
三
年
生

女

送

摯
会

Ｌ

な

ン
」
で

■

電

小

っ
た

二

悪

い
載

，

６
計

思

）ハ
ズ

２

て
フ
て
い
た
が
酵
〓
モ
、
少

レ
ゴ

つ
け
え
な
爵
く
ボ
よ
れ
合
ｂ

て
い
に
に
誇
、
農
ん
な
寸
が
ら
レ
い
三
毎
生
と
基
警
法
が
ざ
き

た
ん
だ
と
■
け
思
い
き
寸
守

ネ
賀
寺
だ
っ
て
ヽ
二

っ
ｚ
ゎ
ら
考
ん
だ
っ
た
り
ヽ
あ
ら
な
ふ

つ
に
し
て
）エ
フ
て
夕
ら
い
た
い
レ
ヽ
つ
」れ
ハ
み
夕
ヽ
九
単
洛
パ
ズ

盪

一
歩

、‐こ
ケ

ニ
歩
「こ
む

費ヽ

り
一る
ヽ
■

Ｆ
一々

へ
と
圭

轟

Ｉ

い
き

た

い
と
電

い
静
モ
Ｊ
′
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喧義

バ
ズ

管

理

に

つ
い

て
鐘

、

Ｐ
Ｔ

《

だ
行

き

、

丁
武

季

証

竣
）こ

彗

遷

番

し
た

が

、
ふ
た

砕
珂

世
へ

ざ

穫
　

泉
・盤
奪

番

ざ
ぜ

甕

毎

膚
こ
と
が
給
く
お
い
づ
き
せ
だ
ざ
し
難
っ
ム
ま
心秘
紗
■
こ
こ
Ｅ

ユ
ヽ
大
ム
ず
「
尋
ゲ
ん

…
プ
（
歳
ギ
ス
）こ
ん
ご
麓
レ
ム
一昇

，
一
ｙ

て

静

乃
麻

訴

上グ
言

ｔ

、

三

奥

ギ

）
お

い

一二

一一ェ

ご

ザプヽ
ぜ

事

≡

ら

登

だ
登

黎
貸

な

え

Ｌ

彎

典

モ

趣

っ

化

電

墨

員

そ

し

、
‐評

暮

ベ

ズ

な
冶
ぜ
ぼ
　
‐
、
製
ご
ば
農
ご́
督
ぐ
り
Ｔ
（
亀
強
を
畢
え
な
ど
ア
装

∬
ち

々
ゎ

な

け

義
‐ぜ

な

み

な

《
と

、

一褻

Ｊ
´
甲

っ
鼻

Ｊ

雫

警
で
い

＃
掟

奮

４

奮

ど
、

た

い
へ

え
姜
、静

〓
ご

だ

こ

黒

フ
私

ご

こ
ざ
一鬼

・が
・
モ
Ｊ
士
奮
．
ず
ノ番
ハ
ー
ｒ
争
争
患
を
４
′ご
け
な
い
か
こ

き
い
言
す
ｏ
た
と
え
ざ
ヽ
白
を
薄
亀
確
じ
ぜ
＜
こ
む
た
ノ
ス
バ

マ
，

で
■

を

の
と

瀬

可

に
寸

尋
ご

絆

、
だ

碁

ハ
が
毒

え

て
４

曇

ｒ
ギ

乃
考

ぜ

ご
と

ス
≧

農

て
て

し
て

自
冷

、‥了
一予
着

寸

辱

こ
こ
と

１１１１‥
じ
瞥
ぃ
と
ぃ
、
モ
電
い
考
ｉ
ど
紗
ボ
ニ
マ
ニ巣
番
轟
ご́
ぼ
な
い
か

洋
得
電
４
ざ
す
。
ｙｔ盤
賛
り
、
主義
が
そ
Ｌ
こ
ｔ
艇
義
工
斗
巧
む

父
　
母

虜
　
、Ｉ
　
蜂
均
　
が
　
一晦
ノ

だ

ギ

≒

覇

一Ｊ

「

い

ぐ

爾

理

ご

ヶ

島

尋

尋

ざ

球

奮

墨

ｉ

移

曇

増

事
４

バ

ズ

彎
ぜ選

轟́

華
一鼻

嘔

爾

い

て

ば

、

一
菫
辱

」
晴

墓ヽ

え

彗

サ
一バ

が
、

子

ど
を
‐Ｌ
≫

．一

一
登
難
、一年
ぐ
警
て

い
尋

こ
と
デ
一し

、
負
見

ド
一
も

て

ケ
哺百

一ご

尋

ギ

籍

鋳

カ

レ

■

い
ｙ
で嘉

ゃＬ

「薔

可
亀

穏鷲
一一ｔ

て

質
）鐸
・ノ
｝導

移

レ
」
が
　

二予
・一́碁

べ
ず
ヽ
通
車
キ
て

く

ボ
亀
書

警

一
一
〓
一

二埓
種

蹂『
４

／ヽ
二
毎

ぽ
（
確

い

へ

′
午
Ｊ
Ｌ
レ

ホ
）
４

が

、　
一
一
れ

が
み

ケ

オ
ニ
キ

‐７

イゝ

ね
響

ハ

颯
¨
（
■
一
じ

ゴ
卑

１
，

　^　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〈４
一ｂμ・　
　
鯵』【　
一

著
象

稼
十

七
仁
共

月
，
、
二暴
ネ

さ
電

童
桑
そ

こ
」

二
ｒ
賢
‘
、
テ
一

ＡＣ
す

べ
ヽ

銀

理
浮

一碁
ベ
ズ

竜
垂
一
埴
昼
一三

）
に
，

こ
４

彙
だ
　

警
・

一碁
ベ
ズ

平こ
脅甘
一ミ
ミ
廿
・
一を
言
一夕
・一
錘
ぼ

ｔ
一致
覆
―
課

バ
ズ
繊プ
撃
爆
く

溝
・賀

由
臀

壽
尋

暴
藁

生
鐘

鐸

「‥湾
弄
本

慶
■
感

戦
詩
碁ル芋
岬
ボ
ガ

「
ブ
ギ

一
、ェ
Ｐ
う

む
菫
与

Ｊ
一再
話

ボ
ク

な

い
慶
ピ
ぼ
て

い

か

、
ポ
導
争

テ
レ
ビ
警
寸
訴
層

餐
ピ
一製

に
ぽ

か
っ

顧
が

こ
伊

っ
て
友
ス
馨

一
一
尋

．ヽ
ヽ

新
ご

「
自
　
″」
　

「ノ　
　
墨
　
すこ

一）十；二一
，
　
一一‐ノ
ル

`理

喜P

しヽ 暮

裁 べ

轟

‐T電 l

4

=Ⅲ
≒■:=:.
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壺

終
ポ
一
ザ

（

４
ざ

慰
誓

い
か
、
今

が

一
巻

哀
ぜ

，
〓

作

つヽ
ぜ

け
れ

ぜ
ぐ
ら
ざ

い
ノ菫

零

菅
毒
儀

Ｆ
羅

ラ

イ
・釜

性
舅

一
春

人
事

ギ

時

襲

、
そ
よ

に

壊
　

父
Ｆ
一
か
ら
を
ふ

驚
し

て
む
ら

７
て
　

衰

ミ

に
二

番
予

ど
争

十
こ黒
轟
慶
苧
ざ

見

う
尋
Ｊ嗅

ヽ
モ

纂
言

通

レ
て
ミ

テ
先

生
畢
・釜
え

ヽ
話

し
冶

い
麟

場

が
Ｘ
霊
だ

ヲ
ぞ
れ
た

ば
、
キ
ｉ

一砕

（
ズ
ボ

一
轟

だ
。
Ｌ

〉」
い
る
千

宇

奮
・巻
蒸

薫

こ
〓

義
尋
ミ

寺

幕洛
葦
ｔ
宝
メ
十最
小
撃
一無

見
き
ノテ
一
肩
質ヽ

だ
■
）考
単一響
学
的
モ

ニ

ヽ
ふ
一言
嗜

こ
苗

力

■
旨
一瑶
式
貢
一笠
薦

理

絆
Ｆ
ゴ
蓄
篤
彎
手
氏
撲

、
テ
負
４

一

鷲

だ
や
乃
司

ご

い
し

■
意

ズ

■

ｔ

者

ｔ
χ

４
協

万
、
モ

争

縛

貴

せ

フ
て
年
週

止
磐
占

ｉ
峙
幸

ご
琴

二
時

試

、
島
警

オ
委

員
住

巨

詩

い
て

父
二

彎

・一
人
ず
■

スヽ
ヘ
ざ

瞬
て轟

■

ご

だ
虫
一拝
レ

■
翼
基
〈

ザ
勉
強
左
員
言
）
琴
、
党
主
ゞ

諸ヽ
暮
「ハ
ズ
彎
）覇有が
軌
二渥
だ
珂

る
彗
ご
お
幸
負
い
２
・彙
可
と
い
っ
て
ど
ご
推
め
ら
れ
た
。

銀

鳥

・予
な

、‐ハ
ズ

韓

当

４
払

ネ

尭

■

凋

響

力

に
よ

督

ヽ
東

渡

ご

黒
雨
に
霧
係
ぞ
く
聴
引
４
専
崎
罐
な
い
か
で
りヽ
、
体
む
こ
と
な

４

二
最
■

『

「
二
年

生
２
王

子
盆

Ｌ
す
ご
歳

け
ら
な

Ｆ
ク

定

劉

二
会
議

会

団
長

が
衣
言
髭

珂
姜

２
甲
け

る
′
場

韓

ヽ

整
電
堪
硬
策

、
巻
署
彙

レ
決
４
て
力
７
て
ヽ
種
碁

だ
４
″き

∠
走

動
レ
■
い
る
・
学
写
刷
て
男
む
ヶ
む
ノ‐、
き
ぃ
β
ノタ
人
ミ
い
尋
ク

盆
へ
備

４
座

社

に
頭

Ｚ

フ
ざ

合

わ

せ
て
勢

一
れ

だ
繕

フ
て

い
っ

た
本
こ
電
い
て

、
ぬ

覆
長

訴
義
示
厨
卜
ぜ
費
覇
ご

く
Ｆ

一
て
・

４
き
く
力題
轟
レ

こ
い
尋
。
が
ギ
が

イ
註

い
響
い
や
つ
■
繰
番
ゲ

ル
ー
プ
ボ
‥尋
勝
が
こ
轟
ん
ば
、
き
こ
と
ビ
静
妙
彗
グ
ル
‐
プ
争

島

忌

。
￥

訴

響

、
芝

生

バ

ゲ

ル
ー

プ

凋
勉

薇

ニ

ユ

彗

響
号

ヽ
通ヽ

当

ぼ

ア
ド
六

／

ス
テ
一与
え

て
暑

寿
れ

踊

で
３

■
む

導
倍
一量

紳
委

こ
色

摯

レ
て

い
瀑

。
お

■

１

薇桑

漏
繰

ぶ

象

）

た
緊

澤

雛

「プ
い
一

覆
書
町
豊

、
人
三

房
薫
、鳥
Υ

Ｌ・４
生

ご
華
馨
↓奮
が
一勢
響

、
』神
議
（
し

て
象
年

轟

み

夕

テ

“ま
覇
斃

菱

産

三

て

い
う

／
・

義
争
Ｉ

普
警

モ

三
量
可

て

、
善
（

に
牛

や一、
三

≒

≧
碁
寺

な

〓

〉毎

」
ル

垂

卜

ｆ

・鸞
〒
な

守
Ｉ

ぜ
善

っ

饉
一
庁

４
苧

ゴ

勇

象

等

子

ダ
花む
重

ヽ
脅

ォ
■

ど
夕

房

Ｔ
人

丁
／＼
夏

墨島
一度
ゴ
λ
∠
β
い
る
。
駐
Ｉ
ン
ヶ
壼
↑
豊
４
・話
薄
ｒ
誕
じ
合
い
ボ

デ

装ヽ
≧
拳

・

十

月

六

費

に
響

曇

一一一ネ

幸
，薄

一́
薇

曜

島

鼻

て

、
一
打

葛́

一中

バ

ズ

覆
ノ，蓄

布
贅
入
ハ
（が
開
催
さ
彙
た
。
シ
ち
乃
え
、
盤
鳩
ベ
ズ
壱
ソ濯
メ
養
〈

能
Ｎ
ク
見

ザ

レ
て
む

乃

フ
γ

ρ
午

後
轟

号

幸
苧
一薇
体
青

鷲

可

て
、

始
づ
か
銅
グ
ル
ー
プ
に
お
Ｔ
４
τ
れ
・ヽ．ヾ

ぼ
う
着
‥質
鑽
議
バ
ぜ
ｔ

ぷ

　

本

薙
尋

ベ
ズ

心
Ｊ
再
♂

春
分
鶴

ヽ
理
選

，轟
書
寸
巧
誉
豊
ｔ
ボ
ぞ

さ
晨

オ
レ
■
・
Ｔ
フ
が
し
い
嶽
橋
九
生
ヽ
十甲
場
鬼
主
ヽ
高
鵜
ス
今
鬼

九
止
特
鵜
幾
与
先
生
ザ
三
身
え
だ
な
電
言
し
権
・
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ベ

ズ

苧

濯

、
そ

認
後

り
改

っ

こ

中

だ

ろ

み
争

島

，

た

よ

４
ノ
ざ

ま
ざ
、
こ
に
い
４
順
毛
，
た
う
そ
鍔
覆
ヽ
世
し
い
と
こ
ろ
と
与

国
蔵
合

し
て
く
だ

さ
っ
た
を

生

に
応
一講

レ
彗

寸

，
テ

ど
を
が
生

ヽ
生

ゝ
ヽ
こ
え
電

に
や
っ

て
島
り
番

寸

θ
今

後

シ
よ

く
森

町
７ｔ
く

だ

さ

ハ
ィ
島

一儀
鼻
を
一十は
Ｔ

り

轟

静
響

、
え

ぶ

が

一″
れ

な

く

言

つ

ζ

後

、

ロ

ム

重

電

上ヽ
じ
た

が

五

壕
（Ｉ

ぞ

砕
曇

て

ざ
一月

十

種

、

一　
ヽ

一一
年
・片
一Ｊ

，す
僕

が

〓
一
ギ
Ｔ
牛
一三

五

子

会

Ｉ
報

４

と

が

こ

と
ざ

　

父

え

倒

ざ

曜

常

寿く
一
基

」
と

一
継

―■
左

生

ル
一運

ん
ご

い
う

い

お
〓
一一輩
し
心
・「
い
た

い
ど
立
警
え

て

い

を
」
調

デ
＼

寺
渉

心

こ

さ

っ
モ

／／ヽ
僣

看

λ

塑

デ

一ジ
な

。
当

題

は
ヽ

スヽ
脅

せ
り
輩
慶
て
教
島
琴
轟
腎
駒
号
■

尋
ノ
ど
υ
夕
燿
糞
二
ヶ
父
え

を

み

ぼ

一
フ

旺

な

７

Ｉ
主

顧
ダ

ハ

一い

、
上
質

勇

吾
〈
け

る
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